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は じ め に

県下のほ場整備事業に伴う発掘調査も、新たな展開として蒲生、

神崎郡が加わり、調査件数が増大しつつある。同時に新たな資料の

増力日は、調査結果をまとめ、社会に還元する作業というか、義務の

遂行が困難さを増してきた。しかし整理の結果は、遺跡の所在する

各々の地域はもちろん、県内において、今後、近江の生い立ちを考

えるうえで重要な課題を提示するものが多くあつた。

本報告書の作成にあたつて、調査から整理までの一貫の作業の中

で、地元教育委員会、地元住民、先生諸氏、学生諸君の絶大な指導、

助言、援助を得た。ここに記して謝意を表したい。

昭和55年 3月

滋賀県教育委員会

文化財保護課

課長  沢   悠 光



例

1.本報告書は、昭和54年度の県営ほ場整備事業に伴う埋蔵文化

財発掘調査のうち、湖東地区 (愛知郡・神崎郡・蒲生郡・近江八

幡市)の調査成果を収載したものである。

2.本調査は、滋賀県農林部耕地建設課からの依頼を受け、滋賀県

教育委員会を調査主体とし、財団法人滋賀県文化財保護協会を調

査機関として実施した。

3.本調査は本県教育委員会文化財保護課技師近藤滋を担当者とし、

現地調査は財団法人滋賀県文化財保護協会技師谷口徹 (小ナ|1遺跡 )

と補助員に北川浩 (毛入堂、常安寺北遺跡他)、 石原道洋 (ロカロ田

遺跡)、 山本一博 (大 日濤遺跡他)、 石橋正嗣 (綾戸、庄地遺跡

他)、 辻広志 (宮ノ前遺跡)の参加を得て実施した。

4.調査にあたっては県の関係機関の各位はもとより、地元各市町

村役場、教育委員会、区長等から種々の協力を得た。ここに記し

て謝意を表したい。

5。 本報告書は近藤が編集し、第 1、 2章は北川浩、第 3章は石原

道洋、第 4章は山本一博、第 5章は近藤、第 6章は石橋正嗣、第

7章は谷口徹、辻広志と近藤が執筆し、各々文末に文責を明記し

た。

6.本調査にかかわる図画、写真、出土遺物は滋賀県教育委員会で

保管した。

二一一日
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第 1章 愛知郡秦荘町毛入堂遺跡



1.は じ め に

愛知郡秦荘町蚊野に所在する毛入堂遺跡は、従来より古墳時代から平安時代にかけての上器の散布が知られ、

集落跡あるいは、地名にちなむ寺院跡の存在が予想されていた遺跡である。

調査は、県営ほ場整備事業に先立ち実施したものであるが、夏期施行、冬期施行と工事の都合により春秋 2回

に分け実施した。春期の調査はA・ B各 トレンチを、そして秋期調査で他のトレンチを設定した。特にBト レン

チは、本来、さらに北へ延ばすべ く、当初は考えていたが、地形的に谷地への下り勾配 となっていたため中断し、

秋期は東へ延ばすこととなった。

毛入堂遺跡

軽野塔塚廃寺
狩野城跡

軽野正墳遠跡

5 金剛寺野古墳群
6 竹原古墳群
7 東出遺跡
8 安孫子違跡

第 1図 位 置 図

-1-

目加田遺跡
常安寺北遺跡
北条野古墳群
高坪山窒跡



現地調査には、山本一博 。林定信・宮川弘・川南隆・北川浩他の参加があった。

また、調査に際しては、秦荘町教育委員会をはじめ地元の方々、ほ場整備関係機関の方々には色々とお世話に

なった。ここに記して謝意を表したい。

2.位置と環境

毛入堂遺跡は、宇曽川の右岸に位置する扇状地に立地し、標高は約■6mを測る。遺跡の東部は、地割に愛知郡

条里の遺構を遺すが、西部では旧河道に伴う変化が認められる。

遺跡の南西には塔ノ塚廃寺が位置し、昨年度の調査により奈良時代初頭から平安時代後期まで存続した寺院跡

であることが判明しており、 2町域の寺域が想定されている。また、寺域の南側では古墳時代の方形周濤墓や集

落跡も確認されている。

古墳時代の集落跡は他に軽野正境遺跡や狩野遺跡があり、東方には、湖東地方では最大規模の金剛寺野古墳群

(約300基)が存在する。また、当該遺跡の北東には深田遺跡があり、弥生時代から平安時代の遺物の出上が知ら

れている。

この一帯は、天平宝子 6年 5月の正倉院文書によれば、愛智郡蚊野郷であり、東大寺の所領 となっている。

また、蚊野付近は、愛知郡を本拠地とした愛智秦氏 と肩をならべる蚊野氏の本拠地 と考えられており、上記の

遺跡との関連性が注目される。

3.遺 構

遺構は狭小なトレンチによる調査であったにも関わらず多数検出され、遺跡の性格を知る手掛りとなる資料が

多く得られた。

第 2図  トレンチ配置図
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遺構は大半が耕土・ 暗灰褐色粘質土層下の淡黄粘土より検出された。遺構面までの層の厚さは各 トレンナによ

って様々であり、30～60cmの範囲にある。検出された遺構には掘立柱建物・棚 。上墳・濤 。河川跡・ ピットなど

がある。このうちピットは前述の通 リトレンチ幅が狭いため建物 となるかどうか判然としないが、報告の建物数

の倍近 くの棟数が周辺に埋没しているものと考えられる。これら遺構の年代は出土遺物等から観て、古墳時代後

期から近世代のものとみられる。

以下各 トレンチごとに遺構の概要について記述しておく。

A― Iト レンチ 浅い濤 1条 と落ち込み 1が確認された。これらの遺構からは遺物が出上していないが付近の遺

構面上より8世紀前半の上器が出上しており、遺憶もその頃のものであろう。

A― Hト レンチ 調査区の最西端に近い所に位置し、遺構が最も密集した地区である。掘立柱建物 4棟・棚 1列。

濤 5条・土墳 2基・ ピット群などを検出した。

S B01 トレンチのほぼ中央に位置する東西 1間以上 。南北 1間以上の建物である。柱間寸法は東西2.45m o

南北2.25mで ぁる。掘方は方形で一辺45cm前後である。柱穴は直径30cln・ 深さ10cm前後である。建物方位はN-12°

―Wである。この建物の付近には20個以上のピットが確認されており、規模は定かでないが 2棟以上の重複する建

物が存在する可能性が大きい。出土遺物はない。

S B02 S B01の 東約10mに位置する東西 1間以上。南北 1間以上の建物である。柱間寸法は東西2.25m(7.5

尺)・ 南北2.lm(7尺 )である。掘立は方形に近 く、一辺45cm前後を計る。柱穴の直径は24cm。 深さ18cm前後で

第 7図  SB-4実 測図
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ある。方位はN-18.5° 一Wで S B01よ り西に振つている。この建物の付近にもピットが密集しており、数棟の建物

が重複すると考えられる。出土遺物は全 くない。

S B03 S B02の 東約 8mに位置する東西 1間以上 。南北 1間の建物である。柱間寸法は東西1.75m o南 北1.6

mである。掘立は方形で、一辺40～60clnを 計る。柱穴の直径20cln・ 深さ27～39cmで ある。

方位はN-36°一Wで、他の建物に比して大きく西に偏っている。出土遺物はない。

S B04 トレンチ東端に位置する東西 2間 (3.3m=11尺)以上 。南北 2間 (4.lm≒ 14尺)以上の建物である。

柱間寸法は東西1.65m。 南北2.05mの ほぼ等間である。掘立は方形で、一辺60～75cmと 規模が大きい。柱穴は30

cm前後で、深さ平均24clnを計る。方位はN-19°一Wである。本建物の中央柱でS D03と切 り合い、建物が後出す

る。本建物の東1.5mに雨落ち濤と考えられる細い濤が確認されており、これらから梁行 2間0南北棟が推測され

る。

第 8図  S B05,06, S A02実 測図
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S A01 S B03の 東に位置する2間 (3.5m)以上の柵である。柱間寸法は1,75m等間である。掘立は,ヒ較的大

きく、方形で一辺60cmを計る。柱穴は直径20cm・ 深さ40cmを超す。方位はN36.5° 一Wに ありS B03に近似する。

A― mト レンチ 調査地最西端に位置するトレンチで、濤状遺構 1と 若干の柱穴が確認された。遺構面からは古

墳時代後期の須恵器が出上しており、遺構もこの頃の所産か。

B― Iト レンチ A IIト レンチの東端で北に直角に曲がるトレンチで、若千の落ち込み、濤が確認された。

B― Hト レンチ B― Iト レンチの北に位置するトレンチで、遺構面は北に向つて低下している。

掘立柱建物 3棟 。棚 2列・濤 4条・土壊 2基 。落ち込み 1・ 多数のピットなどが確認された。

トレンチ北端の落ち込み内には焼土が若干量認められ、竪穴住居のカマド痕跡の可台蟄性がある。

S B05 トレンチの中央部に位置する東西 2間 (3.25m)o南北 2間 (3.6m)以 上の建物である。柱間寸法は

東西1.5・ 1.7m・ 南北1.6・ 2.Omと 不揃いである。掘立は方形に近 く、一辺30～50m・ 深さ20～43cmを 計る。柱

穴直径は20cm前後。方位はN15.5° 一Wである。東柱を有することから総柱建物=倉庫的建物が想定される。

S B06 S B05と 重複する東西 2間 (3.6m)以 上・南北 2間 (3.5m)以上の建物で、S B05と 同様東柱を有

する。柱間寸法は東西1.8m(6尺 )・ 南北1.75m(約 6尺)である。掘方は方形に近 く、一辺45～ 90cm、 柱穴は

直径20cm・ 深さ12～24cmを計る。方位はN15°―Wo S B05と の前後関係については切 り合いがないため不明であ

る。

S A02 S D05・ 06の 東に位置する南比方向の概で、 2間分を検出した。柱間寸法は1.5m等間である。掘立は

方形で一辺50cmを計る。柱穴は直径20cm、 方位はN14.5° 一W。

S A03 S A02の 東10mに位置する 1間以上の概である。柱間寸法は1.7m。 掘立は方形で、一辺50cm前後、柱

穴は直径25cm・ 深さ18cmを計る。方位はS A02と ほぼ同方向である。

B―Ⅲ トレンチ B― Iト レンチの東に位置するトジンチで、濤状遺構 1と 杭跡多数を確認されたが、埋土か

らみて現代の構築物である。

Cト レンチ A-1ト レンチの東部に位置するトレンチである。濤 3条 。土壊 1基・小柱穴群などが確認され

た。濤は浅 く10cm以下である。土墳 S K02は長辺1.5m o短辺1.2mこ ほぼ方形で、深さ12cmを計る。遺構内から

は遺物は全 く出上していない。

Dト レンチ 最も遺構密度の低い地域で、濤 3条・落ち込み 1。 若千のピットが確認されたのみである。濤は

全て幅が細 く浅いもので、中世以降の開削と考えられる。

Eト レンチ 河川跡の西岸をトレンチの東端で確認された。その西部は無遺構地域であった。この河川跡 (S

R01)の 東岸はFト レンチの西部で確認された。

S R01 流れの方向は、両岸のラインが一定していないため判然としないが、概ね南から北への流れをもって

いるとみられる。川幅は最大で23mを 計測した。深さは下層で確認した砂層までしか調査していないため不明で

ある。埋土は上層より暗褐色粘質土・黒褐色腐植土・砂の 3層からなり、上位 2層の厚さは最大で75cmを計る。

遺物は全て木製品および自然遺物で、主に腐植土層と砂層上面より出上した。木製品は約10点あり、板材、棒状

を呈する加工品など用途不明品からなる。

Fト レンチ 前述した河川伝の他に、濤27条・土墳 6基以上 。若千のピットなどを全域で確認された。遺構番

号の付していない濤は大半が近世の水田耕作に伴う濤である。その他の遺構は大略鎌倉時代～室町時代のものと

半」断される。

S K04 トレンチ東半に位置する東西2.35m o南北1.5m以上・最大深34cmの 隅丸方形を呈する土墳である。埋

-8-



土は褐灰色粘質上の単層からなる。底面より青磁皿が出上しており、12世紀代に穿たれたことが判る。この上墳

に西隣してピットがあり、柱穴内より用途不明木製品が出上している。上装と同時期の建物が存在する可能性が

ある。

Gト レンチ 調査地区の東端に位置するトレンチで、濤 8条以上・土墳 2基以上 。多数のピットが確認された。

番号を付した濤はいずれもN-30°前後―Wにある。

S D18 トレンチ中央に位置するL字形に屈曲する濤で、幅50cm・ 深さ17cmを計る。この濤に囲まれた所には

ピットが多数確認されたが掘立柱建物を想定するピットの並びはなかった。しかしこの濤を雨落ち濤 とした建物

が付近に存在する可能性を指摘しておきたい。

4.遺 物

遺物は須恵器。土師器等の上器類が大半を占め、わずかに瓦・木製品が出上している。遺物の多くはA― I～ B
―Hト レンチの遺構面上およびその上層の暗灰褐色粘質土層に包含されていたもので、遺構からの出土は僅少であ

った。

ここでは、主な遺物について概述する。

1～ 3・ 7～ 9・ 25は須恵器の蓋である。 1～ 3は古墳時代の蓋で、天丼部は高いが膨 らみが少ない。

口縁部 との境は不明瞭であり、日縁部は内弯気味に上方へのぴる。日径は12.5～ 12.9cm。 7～ 9。 25は歴史時

代の蓋で、天丼部中央は内弯気味で、端部が内傾し下方につまみ出して断面逆三角形をなす。日径は 7が 14.lcmh

8が 14.7Q4、 9が16.2cmである。25は 大型の蓋で、天丼部は比較的高 く、中央に扁平な宝珠形つまみが付 く。天

井部と口径部との境は不明瞭で、なだらかである。

口縁端部は垂下し断面逆三角形をなす。口径19.9cln・ 器高4.3cm。

4～ 6・ 10～20は須恵器の杯身である。 4～ 6は古墳時代のかえりを有する杯身である。たちあがりは内傾し

端部はまるい。たちあがりの高さは様々である。受部は水平にのびるもの(4)と やや上外方にのびるもの (5・ 6)が あ

る。口径は 4が 13.2cmh 5が 12.6cln、 6が■.2cmである。10～20は歴史時代の杯身である。10～ 13は底部が平担

で体部 との境は屈曲する。体部は斜め上方に直線状にのび、日縁端部をまるく収める。底部外面以外はヨコナデ

調整を施す。10;口径12.6cm・ 器高3.5cmh■ ,日径■ .4cm・ 器高3.5cm、 12,日径10.llcm・ 器高2.5cm。 14～20は

高台を有する杯身である。体部から口縁部にかけて外反するもの (15・ 17)と 丸いもの(14～ 16・ 18～20)が ある。底

部には下立に断面方形又はそれに近い高台の付 くもの(14・ 15。 19)と 外方へ踏ん張 り端面が凹面をなすもの (16・

17・ 20)がある。底部外面はヘラ切 り後未調整、他はヨヨナデ調整。14;口径13.徒辟器高3.6cm、 15;口径16.7cm・

器高3.5cmh 16;口 径15.5cm・ 器高4。 lcm、 17;口径15.4cln・ 器高3.9cは 19:口径16.7cln・ 器高6.8cm。

21～24は須恵器の壷である。21は長頸壷で、やや肩の張る体部から屈曲してやや斜め外方に直線状にのびる。

口縁部はたちあがり端部はまるい。口径8.Ocm。残存高12.2cm。 22は短顕重とみられるもので、日縁部は欠損して

いる。やや肩が張るが球体に近い体部をもつ。全体にヨコナデ調整を施し器壁を薄 く仕上げている。最大腹径10,9

cln。 残存高6.lcm。 23・ 24は広回の重である。23は 回頸部が短か く外反し、端部で内傾 しながらたちあがる。24は

器壁が厚 く、口頸部は外反し端部は玉縁状を呈する。

26は須恵器の鉢である。外方へ直線状にのびる体部 と内弯する口縁部からなる。日縁端部はやや外傾させまる

い。鉄鉢型の鉢 と思われる。日径18.lcm。

-9-



≦≦≦≧垂≧重≧≡≡I≡二≧当Ⅲ8

(笙≦三三三三三三三::三]L≡≡≡≡::三:::!!!!」l,レ
9

＼

〒
〔::::::::::::::::::::::''714

13 
耳

15.17.18.25:A-l Tr遺 構面上
3.6～8.10.12.13.19.23.24.26.28:A-2遺 構面上
5:A-3遺 構面上
4.9.11.21:B-l Tr遺構面上
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27は甕で、日頸部は外反し、たちあがる。端部近 くで断面三角形の稜を有し、端部はまるい。口径18.6cm、 残

存高5。 9cll。

28は緑釉陶器の皿で、体部中位に段を有する、いわゅる「段皿」

水平にのびる。底部には接地面の丸い断面逆三角状の高台がつく。

cln。

29は緑釉陶器坑である。日縁部は欠損していぶ 3蛇ノロ高台を有し体部は内弯する。ヨヨナデ調整後、黄緑色

の釉を全面に施 している。胎土は硬陶である。

30。 31はいずれも胎土に多くの砂粒を含む無釉陶器筑である。いずれも底部のみで、30は外方にのびる逆台形

の高台で、31は接地面の丸い大きな高台をもつ。

32は青磁の皿である。底部はやや上げ底状を呈し、体部との境は明瞭である。体部中位で屈曲し、日縁部にむ

かつて器壁を薄 く仕上げている。国縁部はやや外反する。内面底部には櫛状のもので花文が描かれている。釉は

底部外面以外に施されている。口径9.6cal・ 器高2.4cm。 竜泉窯産。

33は土師器の小皿である。平底で体部はわずかに内弯する。体部には強いナデにより段をつくる。日縁端部は

まるい。口径7.8cm・ 器高1.4cln。

34は信楽焼の播鉢である。体部は直線状で口縁部は外方へ屈曲しわずかにのびる。日径34.8cm、 残存高7.4cm。

である。日縁部は内弯気味で端部は外反して

回縁部はヨヨナデ調整。日径■ .9cln・ 器高1.8

~31

第10図  出土土器

実測図 (2)

♀      写      10      1,Cn

用途不明木製品 (Fト レンチP-1出土)

長楕円形に近 く面取 りした板材の両端木口を直線にし、さらに片面の周縁を削って舟形にととのえている。も

う一面も横方向の断面がわずかに凹状を呈している。この面は加工痕が消え、擦痕がみとめられる。何かに使用

された木製品と思われる。長さ22.Ocl■ 。幅11.3cm。 最大厚さ3.2cm。 かし材か。

これら出土土器の時期については、小片のものが多く細かく時期分類するのは不可能であるが、概ね 6世紀後

半代 (1～ 6・ 21～24・ 27)・ 8世紀前半～中頃 (7～ 20・ 25・ 26)。 9世紀後半代 (28・ 29)。 12世紀後半代 (30～33)・

16世紀代 (34)の 上器として把えておきたい。

―-11 -
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5。 ま め
第11図  ピット出土木製品

今回の調査は線的な調査であったにも関わらずILa的多くの遺構が検出された。しかし遺情内からの出土遺物

が皆無に近 く、その時期を考定するのは困難であつた。

ここでは遺構面上や包含層の遺物分布や遺構内の埋土 。規模 。方位等から、敢えて各遺構の年代観について大

略を把えておきたい。

まずA― II・ B IIト レンチで検出した掘立柱建物はその方位から次のとおリグルーピング出来る。

Iグループ  N12～ 15°一W   S B01・ 05・ 06・ 07

Hグループ  N-18～ 19°―W   S B02・ 04

Ⅲグループ  N36°一W S B03

同一方位をしめす建物は、同時に併存 した可能性が強いと言え、 1グループは 1時期を表わすと見てよい。

このうちS B05・ 06・ 07は、近辺より8世紀代の遺物が出上しており、建物の存続時期の一端を示唆するもの

と思われる。ただしS B05・ 06は重複しており、さらに時期細分が必要であるが、切 り合いがなく明確にし得な

ヤゝ。

Hグループの建物についても周辺の遺物から観て、Iグループとさほど時期差はないと判断されるが、柱掘方・

柱穴の規模がやや Iグループより大きく、 Iグループの前段階の建物群 として把えられるであろう。

Ⅲグループの建物については、周辺の遺物 もなく時期を考定することは出来ないが、古墳時代後期の倉庫的建

物の可能性がある。

これら建物群の周辺に位置する概・濤等の中で建物 と同一の方位をもつものは、ほぼ同一時期に併存 したと考

えてよいであろう。

また、 F・ Gト レンチで検出した土墳・濤・柱穴から13世紀代の遺物が出土しており、遺構に番号を付したも

のは、この頃を中心 とする時期と把握される。河川跡S R01も この頃には、ある程度の流れを持つていたと想像

される。

以上のように河川跡 S R01を境として西域では古墳時代後期・奈良時代の集落遺構群を、東域では鎌倉時代以

降の集落を想起させる遺構群を確認し、各々がその一端を垣間見る事が出来た。

このうち奈良時代の集落遺構群の周辺からは、数片であるが平瓦が出上しており、南に位置する軽野塔ノ塚廃

寺と少なからずも関連性があつた集落が存在したことが想起される。

(北川 浩)
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第 2章 愛知郡秦荘町常安寺北遺跡



1.は じ め に

愛知郡秦荘町常安寺および同町円城寺に所在する常安寺北遺跡は、具体的位置は不明であつたが、以前に石斧・

石棒が採集されていたことから、弥生時代以前の集落遺跡と考えられていた。しかるに、遺跡地 と思われる部分

を含めて、県営ほ場整備事業が計画されるところとなり、事前に発掘調査を実施したものである。

現地調査は、宮川弘・北川浩の参加があった。

また、調査に際しては、秦荘町数育委員会をはじめ地元の方々、ほ場整備関係機関の方々には色々とお世話に

なった。ここに記して謝意を表したい。

2.位置と環境

常安寺北遺跡は、鈴鹿山系である標高474mの八尾山から西へ舌状にのびた微高地先端に立地し、標高は120m

前後にある。

(ヽ茶芍■

常安東北追跡
九条野古墳群
西ヶ丘古墳群

長糸遺跡
四ツ塚古墳群
長道古墳群

第 1図 位 置 図

高山窯跡
東出道跡
竹原古墳
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第2図 遺物出土状況図

当該遺跡は秦荘町大字常安寺集落北側から、その西に所在する同町大字円城寺集落にまたがる所に位置し、北

は甲良町との町境 となる小河川が流れている。

遺跡は東の九条野から延びる微高地上に立地し、その九条野には新幹線の上取 り工事に際し確認された粘土榔

を主体部に持つ前期古墳があった。この他二子塚古墳や西ヶ丘古墳群 と数基の古墳が残されている。また南西の

竹原古墳や、北西の甲良町四ツ塚古墳、長道古墳群など、横穴式石室を主体 とする後期古墳も多 く見 られる。さ

らに常安寺集落の東には 7世紀後半の高坪古窯 も、近年明らかにされた。
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3.遺  構

検出した遺構は、大半が近世の遺構で、僅かにAト レンチ拡張部より古墳時代後期の小土墳があった。

以下順を追つて各 トレンチの報告を行う。

Aト レンチ 基本土層は、耕土層 。砂礫層で、遺構面は砂礫層上面である。遺構は、中央部に設定した拡張部

とその南で小土墳を13個確認した。その規模は大半が径30～60cmの 円形で、深さ5～22cmを 計る。これらの遺構

は埋上によって 3分類され、黄褐色粘質上、黒色粘質土がある。黒色粘質土以外の埋土をもつ遺構は、杉苗の植

栽に伴う掘 り込み穴 と考えられるものである。黒色粘質上の埋土をもつ小土墳は 7基あり、うち拡張部で検出し

た 1基 (SKl)か らは古墳時代後期の遺物を包含しており、他のものも一連の土墳 と推測される。

SKl 東西に長い遺構で、西側に最深部がある。東西1.3m以上・南北0.55m・ 深さ22cmを計る。遺物は、

上層で須恵器杯蓋 2点・高杯 1点、下層で甕 1点が出土した。このうち奏は、二次的に火を受けたために表面が

刹離してあるが墳内での火の使用は認められない。

Bト レンチ 耕土直下は砂礫層となっており遣構は全 く検出されなかった。

Cト レンチ 耕土直下は、耕土層 。灰褐色粘質土層・砂礫層であり、第 2層上面より濤 1条・土墳 1基・落ち

込み 1を確認した。しかし、第 2層内には、江戸時代後期の染付娩や瓦を包含しており、遺構はそれ以降のもの

と判断される。落ち込み内からは、流入遺物と思われる須恵器の短頸重が完形で出土した。砂礫層上面からは遺

構の検出はみなかった。

Dト レンチ この付近は現況は茶畑であったが、昭和初期まで火葬場であつた地で、東端で焼灰の堆積、中部

で径35～90cmの 円形土墳が認められ、土中より火葬骨が多く出土した。この他、土墳からは、鉄製包丁・釘が出

上した。

Eト レンチ 基本土層は、耕土層、黄褐色粘質土層・砂礫層であり、各面共遺構は検出されなかった。

4.遺  物

出土遺物は、Aト レンチ拡張部土墳SKl内 とCト レンチ落ち込みの須恵器などがある。

SKl内出土遺物 須恵器の杯蓋 2点 (1・ 2)。 高杯 1点 (3)・ 奏 1点があった。

1は、天丼部が平坦で天丼部 と口縁部との境は丸味をもち、日縁部はやや外反し端部は丸い。天丼部外面はヘ

ラ切 りのままで、他はヨヨナデ調整。日径12.2cln、 残存高3.6cm。

2は、全体に薄手の蓋である。天丼部が 1よ り低 くやや膨らみをもち、端部は尖 り気味である。日径12.4cm・

残存高3.lcm。

3は、有蓋高杯で、杯部は欠損している。底部は内弯し、たちあがりはほぼ直立し端部は丸い。受部はやや上

外方にのび端部は丸い。口径■ .Ocln、 現存高3.7cm。

甕は図示しなかったが、肩が

'ヒ

較的丸 く日縁部がやや外上方に直線状にのびるものである。口縁内端に段を有

する。体部外面は平行タタキ、内面は同心円状タタキを施す。日縁部はヨコナデ調整。外面は二次的に火を受け

たため黒化しており、体部表面の一部が刹離している。

Cト レンチ落ち込み内出土遺物 須恵器短顕重の完形 1点 (4)がある。肩の張る体部と直立する口頸部をも
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10cm

第 3図 出土土器実測図

つ。底部は丸味をもつ。日縁部はわずかに内傾し端部は尖る。底部は外面未調整、内面は竹管状のタタキを施す。

他はヨヨナデ調整。日径4。 4cm、 器高9.lctl。

以上の遺物は、陶邑古窯址群のT K209型式 (註 1)の もので6世紀末頃に比定できる。

5。 ま と め

今回の調査では、古墳時代後期の遺構を僅かに認めたが、この遺構群が如何なる性格を有するものか明確にし

得なかった。また、従来、石棒・石斧の採集によって遺跡の存在が予想されていたのであるが、この遺物と直接

関連するものは何一つ確認されなかった。ただ、今回の調査が線的な調査であったため、遺跡の存在の有無につ

いては、言及し得ない。

今後の綿密な調査に期待したいものである。

(北川 浩)

註 1.田辺昭三『陶邑古窯址群 I』 (平安学園考古学クラブ 1966年 )
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第 3章 愛知郡秦荘町目加田廃寺



1.は じ め に

秦荘町目加田工区として実施された県営ほ場整備に先き立ち実施 した調査である。調査前の目力日田廃寺は、そ

の具体的な所在地、遺存状況等については、他の湖東での寺跡同様、古 く瓦が採集されただけであって不明であ

つた。このため、計画段階での調査では、まず瓦の散布状況 と、地名、地割等を検討した結果、小字「竹之尻」

の一部に「金堂」の孫字があったこと、この地が微高地で、かつ 1町四方ばかりの南北地割がとれそうであるこ

と、大字ロカロ田から八町への道の北方向への曲り付近の農道上に、耕作時に取 り上げられた瓦片が集中している

1(ド

“士,

'`ノ

晏【λ〈
Ⅲド iiⅢ

…〕

尻t“ IⅢ

ぷ⇔
4 吉田城跡    7
5 野々目廃寺   8
6 軽野塔城廃寺

第 1図 位 置 図
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こと、などから、結果として小字「竹之尻」地区において、遺構の遺存状況、範囲等を明確にすることを目的と

して調査を実施することとした。なお当寺跡は古くに採集された瓦片より飛鳥時代院跡 と位置付けされていた。

2.位置と環境

愛知郡秦荘町目加田の地は犬上郡に接すると言うか、その北の豊郷町八町と西に接する豊郷町吉田の間に突出

する形で位置しており、東の愛知、犬上両郡の郡界を形成する九条野山に続 く微高地の西端に当る。地名のロカロ

田は、中世に佐々木六角氏の被官として活躍した氏族名で、京極氏との最前線近 くを守備していた。 ところで付

近の古代遺跡としては、先の東2.51anの 九条野に、径30m近 くで粘土椰の主体部を持つ、古墳時代前期の九条野古

墳群がある。しかし、これに続 く時代の遺跡はなく、次には北 1血の石畑古墳、宇曽川の対岸にあって、式内石

部神社の北に所在する円墳 1基等後期の単独墳、そして2.5血南西の愛知川町長野の郡衛堆定地、南東約 3 kmの軽

野塔ノ塚廃寺と、むしろ古代史的には一種、エアーポケットのような地にある。この意見では白鳳時代の寺跡が

突然出現してくるような感があり、今回の調査に期待がかかった。

(近藤 滋)

3.遺 構

支線排水路97号 。98号予定地に幅約4mの トレンチを設定し、それぞれ水路②トレンチ・水路①トレンチとし

た。

水路Oト レンチ中央付近で竪穴住居跡・ピット群等を検出したため、北ヘトレンチを拡張し、北拡張区1・ 2

とした。

水路②トレンチの北端で瓦片を埋土中に含む東西方向の濤跡を検出したため、当トレンチの東側にこれに並行

するトレンチを設定した。(北拡張区3)

水路①トレンチの南方に存する南北方位の農道の両側に第1～ 6ト レンチを設定し、そのうちの遺構の集中す

る第 5ト レンチを西へ拡張して調査した。(南拡張区)

(1)水路②トレンチ

支線づF水路97号予定地の北端から南へ幅約 4m、 長さ約■Omの トレンチを設定し、北から10m毎に1～12区 と

した。

基本土層は、

1.褐灰色粘質土層  (耕土)

2.暗茶黒色粘質土層 (床土)

3.黒褐色混礫粘質土層

4.茶黒色混礫粘質土層

5。 暗褐灰色混礫彩質土 (ベース)

で、第 5層 を濤跡 。倒風木痕が切 り込んでいる。

SD-1 当 トレンチ北端から約15mの地点で、肩幅約5,8m、 深さ約 lmの濤跡を検出した。濤の両肩はゆる

やかで、底は平坦である。底の南側に砂礫が堆積し、埋土中から重孤文軒平瓦 。単弁蓮華文軒丸瓦等が出土して
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いる。

SD-1は ほぼ東西の方位を示すが、北拡張区 3では検出しなかった。

1～ 3区においては倒風木痕跡が 2個所、SD-1の北 と南でみつかっているが、それ以外の遺構は検出してい

ない。

SD-2 4区 において、方形周濤墓のコーナー部と思われる遺構を検出した。当トレンチを東南隅の陸橋部と

して、濤が北西 と北東方向へ伸びると推定され、 2つの濤の両北肩部が直交する方位を示し直線的に伸びる。対

辺を探るべ く2～ 3区を掘 り下げた結果SD-1を検出した。 SD-1の掘開で消滅したと思われる。

西側の濤跡は、幅約1.5m、 深さ50cmあ り、埋土中より弥生土器の壷底部が出上している。

SD-3 7区 で検出した、東南一北西の方位を示す濤跡。現存の幅約60cm、 深さは東南部 5 cm、 北西部10cmで

ある。

SD-4 8区 で検出した、当 トレンチに直交する方位を示す濤跡で、濤幅約50cm、 深さは10cm程度である。西

セクションに至らず、途中で消失する。

SD-5 8・ 9区で検出した自然水路で、埋土中に縄文時代晩期から平安時代にかけての遺物を包含する。

8区はSD-4・ ピット群等の遺構面から約70cmの段差をなし、低段位の部分をSD-5が東から西へ流れる。

SD-5は この段差の斜面を北肩部として流れるが、埋上の堆積状況から大きく3時期に分かれる。

①最下層は灰褐色砂礫層を南肩として流れ、底に暗青灰色粘質土層が堆積する。この層に縄文時代晩期の遺物

が包含される。

②南肩の砂礫層に灰白色砂礫層が、北肩には褐灰色混礫粘質土層が堆積し、これらを両肩として流れが存し、

黒灰色砂礫層が堆積する (中層)。 北肩部の埋土中には縄文土器が含まれるが、中層中には布目瓦が包含される。

③中層が埋 まった後、灰褐色混礫粘質土を南肩として暗褐茶色混礫粘質土層が堆積する(上層)。 上層中には灰

釉椀や土師器灯明皿等の遺物が含まれるが、北肩付近からは縄文晩期土器 も出上してくる。

3時期とも濤幅は4.5m、 深さは50制程度で、上層上面から最下層底までの約90cmで ある。

SD-6 10区 において検出した濤跡で、当 トレンチに直交する方位を示すが、東壁までに消滅する。濤幅0.9

m、 深さは10cm程度しか残らない。

SE-1 当 トレンチの北端、 1区の北壁で検出した井戸跡。直径約12mの 円形プランの掘 り方に20cm大の石

を組んで壁 としている。

SE-2 当 トレンチの南端、12区の南壁で検出した井戸跡。直径約2.lmの 掘 り方に青灰色粘上が貼られ、そ

の内部は直径約1.2mの楕円形プランを呈する。おそらく木枠組みの井戸跡と思われるが、痕跡は認められなかっ

た。内部の埋土は上層が暗褐黒色粘質上、下層が礫層であった。

※これら2基の井戸跡は耕土直下で検出されており、近世から現代まで存続したと思われる。

SK-1 7区 で検出した長方形プランの上墳状遺構で、長辺約1.5m、 短辺約0.5m、 深さは約15cmを測るが、

南隅のみ 1段浅 くなっており、この部分で測ると長辺は13mでぁる。ほぼ南北方位を示す。

ピット群 6～ 8区にかけて、ピット群が点在するが、建物の構造は不明である。掘 り方径は大きいもので30

cm、 小さいもので20cm程 度柱痕径は15cm内外である。全体に浅 く、柱痕のみのものもあり、かなり削平されて消

失しているようである (堀土は全て暗褐黒色粘質土)。

7区東壁付近で、掘 り方一辺50～ 70m、 柱痕一辺30cmの大きなピットを検出した。埋土は暗茶褐色粘質上で、

他のピット群の埋土 とは異なる。当 トレンチの東方へ向けて建物が建つと思われ、詳細は不明である。但し、約
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30m東方の北拡張トレンチ3ではピッ

(1)水路① トレンチ。北拡張区 1

卜群を検出していない。

SB-11

SB-8
5  ,

るD-7き ぎ_7SD-8
水路①トレンチ

第6図 水路①トレンチ概略図

支線排水路98号予定域を調査した。水路② トレンチ南端から掘り始める予定であったが、現農道がまだ使われ

ていたため、この農道の東側から東へ 1区から14区 まで、総延長約140m、 幅約 5mの トレンチを設定した。

現地表面の標高は、1～ 2区が101.7m、 2区～10区が102.4m、 ■区以東が103.Omと 東へ行くほど高くなって

いる。

基本土層は、

1.耕土・床土     (約 30cm)

2.暗茶褐色粘質土層  (約 30cm)

3.明責褐色混礫粘質土層

第 3層が遺構面であるが、 2～ 7区では第 2層が薄 く、12区以東では第 2層にかわって暗灰茶色粘質土層とな

る。

自然水路 当 トレンチ西端部は、地表面が周辺部より約70cmTKく 、 2区から西の農道に向けて落ち込みがみら

れる。埋土は暗茶灰色粘上で、その下は礫層である。この埋土中から、布目瓦・埓及び上器片が出土している。

現地表が現農道に沿って一段下がっていること、はっきりした落ち込みの肩部がないこと、濤幅が広 く底に砂

が一様に堆積すること等から、北から南へ流れる自然水路が存したと推定される。

SD-6 自然水路の東隣で、北東―南西方位の濤跡を検出した。これは旧畦畔に沿うかたちで検出し、埋土も

青灰色粘上のため、現代まで存続した濤跡 と思われる。

SD-7 5区 で検出した濤跡で、ほぼ南北の方位を示し、幅約0.4m、 深さは15制程度である。

SD-8 6区 で検出した濤跡で、当トレンチに直交する方位を示す。幅約0.7m、 深さは約60cmで、埋土中よ

り布目瓦片・土器片等が出土している。
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SD-9 当 トレンチ10区から北方向へまっすぐに伸び、北拡張区 1の SB 5・ SK-4を東へ迂回するように

まわりこみながらさらに北へ続 く濤跡。濤幅は約50cmで、埋土中から7世紀前半の須恵器杯身が出上している。

SD-9は SB-7の ピットに切 られている。

SB-1 3区 で検出した竪穴住居跡であるが、北半分はトレンチ外にあり、西壁は撹乱により削平されている

ため、規模は不明。深さは約30cmを測 り、中央床面東寄 りに炉跡らしき焼土渡が存する。深さ約 5 clnで、壁が焼

けている。

埋土中から立ち上が りの短い須恵器杯身が出上しており、およそ 6世紀末頃の住居跡と思われる。又西壁付近

で、SB-5上層出上の灰釉椀の破片が出上しており、この時期に撹乱を受けたと推定できる。SB-1の埋土は

暗褐茶色粘質上である。

※SB-1の東側に深さ約40cmの ピットが存するが、埋土中より布耳瓦片 。上器片が出上している。

SB-2 8区 で検出した竪穴住居跡で、規模は西壁で約6.6mぁ る。西壁の方位はおよそN30° Wを示す。4     ‐

本主柱で、北。南壁中央に貯蔵穴を備え、壁濤がめぐるが、東壁のSD-4に削られた箇所は残っていない。屋内

に炉 。カマドの痕跡はなく、SD-4に切られて消滅した可能性がある。埋土は暗褐茶色粘質土 (=SB-1)で、     、

深さは10cm程度残る。 4本主柱掘 り方、貯蔵穴から6世紀中頃の須恵器が出上しており、この時期の住居跡と思

われる。

SB-3 北壁中央部に造 り付けカマドを備える竪穴住居跡で、東南隅をSD-2に切 られ、西壁が トレンチ外

に出るため、規模は不明である。

柱穴 。壁濤はないようである。

SB-4 SB-2の 東壁を切 り込んで造られる竪穴住居跡であるが、中央部あるいは東壁付近に造 り付けカマ

ドを備える以外は不明である。

SB-5・ 6 SB-2～ 4の北東に 2基の竪床住居跡が存するが、規模時期は不明である。但だSD-9が SB

-5を避けて流れていることからSB-5と SD-9は同時期の存続と考えられる。又、SB-6は弥生時代後期か

ら古墳時代前期の遺物を含む。

SB-7 6区 の南セクションに沿って 3本のピットが並ぶ。柱間は3.6m(一 間1.8m)で、南方へ 2間 ×数間

の建物跡が存したと思われる。

SB-8 6区 の北セクシヨンに沿って 3本のピットが並ぶ。柱間は5.Om(一間2.5m)で、北方へSB-7と

同方位の 2間 X数間の建物跡が存したと思われる。

SB… 9 SB-2～ 4の東方に3× 4間の掘立柱建物跡が存する。このうちの一柱穴がSD-9を切 り、7世紀

前半以降のものである。梁間の方位はおよそN-22° Eを示す。

SB-10 SB-9の 北側に隣接する3× 4間の掘立柱建物跡で、SB-9と は方位を同じくするが、桁行と梁間

の方位が逆である。掘 り方は約30cmを 一辺 とする方形プラン。

※SB-10の 北側に1× 1間の掘立建物跡が存し、倉庫跡かと思われる。方位はSB-10・ ■と同一である。

SB-1l SB-9の 東方に位置する掘立柱建物跡であるが、北から2本日の柱列を欠き、構造は不明である。

ビット群 当 トレンチ11区以東にピット群が存するが、建物の構造・時期は不明である。

SK-2 7区 で検出した円形の上壊状遺構。

SK-3 北拡張 1において検出した、南北に長辺をもつ土墳状遺構で、 SB-10を切る。
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0)第 1～ 6ト レンチ・南拡張トレンチ

水路① トレンチの南方に、ほぼ東西―南北方位を示す農道が存し、この付近が周辺よリー段高いため、第1～ 6

トレンチを設定した。

又、第 5ト レンチで、掘 り方の一辺が lm以上の掘立柱建物跡が検出されたため、これを西へ拡張した (南拡

張 トレンチ)。

その結果、第 4～ 6ト レンチにおいて竪穴住居跡30棟、掘立柱建物10棟以上の集落跡を検出した。

田面が掘削されないこと、調査期間が短いこと等の理由から掘 り込みを行わなかったため、詳細は不明ながら、

竪穴住居跡群は古墳時代を中心とする時期、掘立柱建物跡群は白鳳時代を中心とする時期を示す。

SB-47 第 4ト レンチ南端付近で検出した竪穴住居跡で、SB-48を 切 り込んで造られる。南北の規模は3.6m

あり、方形プランを呈する。埋土中より布留式 (中)期の高杯を出上している。

SB-40 第 5ト レンチ (南拡張区)北寄 りで検出された、 3× 4間の掘立柱建物跡で、桁行方位はN-22°一E
で、 SB-9。 10と 同一である。掘 り方径は51■mを越える。桁行■6m(一間1.55m)、 梁間4.Om(一間1.3m)で

ある。

第 1～ 3ト レンチ及び南拡張区の西半部では遺構は検出されず、第 4ト レンチの南半部から南拡張 トレンチ東

半部、第 6ト レンチにかけて細長 く、古墳時代中期から後期の遺構が広がっていたようである。

第 6ト レンチ

1            】[            lGロ

併4    併3  
冒

口B  第4ト レンチ

OC
。 A

第 3ト レンチ

25        50m

第 7図 南部地区 トレンチ配置図
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4。 遺  物

水路②トレンチSD-5出土 (1～ 12)

縄文時代晩期の深鉢・浅鉢及び石錘、須恵器杯身、無釉・灰釉椀、土師器皿等が出土している。

縄文時代晩期の深鉢は、日縁部外端面に刻み目を施すもの(1)、 突帯をめぐらすもの(2Xヨ ヨナデ調整のもの(3)

など多様であるが、肩部には突帯をもたず、ヘラ削りが主体であることから、滋賀里Ⅲ・Ⅳ式の範疇に含まれる

と思われる。

は)。 (5)は尖底の鉢である。

6)は偏平な湖東流紋岩の両端を打ち欠いた石錘である。

9)は外反する口縁部が端部で 2段に屈折するというもので、浅鉢の口縁部かと思われるが定かではない。

偲)は大型の灰釉椀で、日縁部の一部を外へつまみ出して片口としている。(11世紀前半)

(9)は無釉陶器椀の底部で、小さい高台を底部と体部の境に賠り付ける。 (10t野己中頃)

10。 こかは口縁部が内弯する土師皿である。

ODは立ち上がりが短く小さい須恵器杯身で、 7世紀前半頃のものである。(陶邑T K209)

以上がSD-5出上の遺物であるが、(1)。 (0。 (4)。 (5)。 脩)。 (7)が下層出上である。

水路②トレンチSD-1出土 (13～ 15)

SD-1下層より軒平、軒丸瓦が出上している。

QOは単弁 8葉の蓮華文軒平瓦で、文様面のほりが深く、周縁に珠文がめぐる。

1つ は4重弧の重弧文軒平瓦で、 4重目の弧の部分を指で押圧している。

10は 6重弧の重弧文軒平瓦であるが、 3・ 4重目の弧の部分にヘラで斜格子文を線刻し、 5・ 6重日の弧を下

から指で押圧している。

QOは 白鳳期のものと思われるが、QO・ 10の軒丸瓦は、無顎である点で新しい要素を含む。

この斜格子・指圧の軒平瓦は、この時期に湖東から湖北で出土する古瓦の特徴的なものであり、高月町保延寺

遺跡 (諷 1))、 米原町不動谷瓦窯跡 (註 (2))、 出土品の中に類例がみられる。

保延寺遺跡出上のものは4重弧で、 2・ 3重目の弧の部分に斜格子を入れ、 4重目の弧を押圧しているが、不

動谷瓦窯のものは濤を省いた面に斜格子文を入れており、少し異る。

水路① トレンチSD-8出土 (16)

布目の丸瓦で、玉縁部に3条の濤を刻んでいる。

水静Oト レンチ自然水路出土 (17～24)

tD・ 10は 口縁部が段を成して屈曲する須恵器杯蓋。

10は 口縁部が外反して外面に稜を成す須恵器杯蓋。

90は底部がやや不安定で、体部が外反気味に開く須恵器杯身。

※当自然水路からは底から、埠
"ゞ

数十片出上している。色調は、淡赤褐色を呈し、約 9 clnの 厚さであったようで

ある。

90は屈曲して外反した口縁部が端部で下方に肥厚する甕。体部の内面は青海波文、外面は平行叩き目をカキロ

で消している。

これらの須恵器は7世紀前半から中頃の時期を示している。 (陶邑T K209～217)
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第 9図  出土遺物実測図 1～6(水路②8区 SD-5)
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6

10

7～ 12(水路②3区 SD-5),13～ 15(水路②3区 SD-1)
16(水路①6区 SD-8)

第10図 出土遺物実測図
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35

5cm

17～ 24(水路①自然水路),25(水 路①SB-1)
26～ 32(北拡張区 ISB-2),34(北拡張区lSD-9)
33,35～ 37(北拡張区),38～39(第 4ト レンチS B47)

40(第 4ト レンチ遺構面上)

第11図  出土違物実測図

―-28-―



第
12
図
 

出
土

蜂
実

測
図



水路 トレンチ①SB-1出 土 (25)

立ち上がりが小さく内弯する須恵器杯身で、 6世紀末頃の所産である。 (陶邑T K43)

水路トレンチ①SB-2出 土 (26～ 32)

1261～④は天丼部が高く、口縁部が内傾する端面を成す須恵器杯蓋である。

00は立ち上がりが内弯し、端部が丸い須恵器杯身で、00は同様の特徴を示す有蓋高杯である。

9妙は回縁端部に直立する外端面を有する須恵器壷である。

これらは6世紀前半から中頃の所産である。 (陶邑MT15～ T K10)

水静⑦・北拡張区 lSD-9出土 (34)

立ち上がりが極端に小さい須恵器の杯身で、 7世紀前半の時期を示している。 (陶邑T K209)

北拡張区 1・ 2出土 (33～37)

00は弥生時代後期の受口状口縁部を有する浅鉢で、口縁部はヨヨナデ調整、頸部外面に櫛描平行線文 。肩部外     ヽ

面に列点文 (7条 1単位)を施す。

90は 内面のみ黒色処理の黒色土器A類椀底部で、丸やかな底部に小さな高台を貼 り付ける。             ・

00は須恵器平瓶で、体部外面のほぼ全体にカキロを施す。天丼部中央に円形浮文を貼付する。

第 4ト レンチ出土 (38～ 40)

00。 00は ともにSB-47か ら出上した、古墳時代中期の高杯である。日縁部はゆったりと開き、中空の脚柱部は

裾部で外反する。

10は須恵器高杯の脚部で、外面にカキロが施され、脚端部がわずかに屈折する。 6世紀中頃のものと思われる。

註(1)西田弘「近江の古瓦H 湖西・湖北」

文化財教室シリーズ18(1977)

註 2 近藤滋の教示による。

5.小  結

今回の発掘調査の結果、古墳時代の前期から後期にわたる竪穴住居跡・濤跡及び土墳状遺構からなる集落跡と、

7世紀後半以降の掘立建物跡群を検出した。

又、SD-1, 8の濤跡や自然水路跡から白鳳から奈良時代の軒丸・軒平瓦や埓が出上し、近辺に古代寺院に関

わる施設が存したことを示唆している。

●林生から古墳時代前期に該当する遺構としてはSD-2、 SB-6の みで、両方とも確たるものではない。しか

し、SB-3～ 5の埋土中にもこの時期の遺物が混入しており、付近に集落が存したことは疑いない。

●古墳時代中期には、南拡張区を中心とする微高地上に竪穴住居が営まれる。住居跡は30棟 ほど確認されている

が、後期に及ぶものが含まれており、一時期の集落の規模は不明である。

●古墳時代後期には、水路① トレンチ・北拡張区西半部で 6世紀初頭から7世紀前半頃にかけての竪穴住居跡・

濤跡等を中心とする集落が営まれる。

自然水路・ SD-8は 7世紀前半から後半にかけて存続しており、 SD-9も 7世紀前半までは確実に存在して

いる。

●7世紀後半以後の遺構として掘立柱建物跡群があり、水路③トレンチ。北拡張区1で北北東に方位を合せて2×
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数間、3× 4間の建物跡群が 5棟以上、南拡張区でも、数棟の掘立柱建物が存する。このうちのSB-40は 3× 4

間の掘立柱建物跡で、N-22° Eを示す。両地点の 2群は同時期に存続 したと推定される。

但だ、存続時期の上限はSD-3・ 9よ り後出ということで 7世紀後半とできるが、下限が定まらない (SD―

5上層、SB-1撹乱の時期を下限とすると■世紀頃となる。)。

6。  ま

今回の調査では調査期間が充分でなかったこともあるが、一方で遺跡保存のため、ほ場整備事業の施工田面高

を調整した結果、遺構確認のみで、掘 り込みを実施しなかった部分も多く、結果としては中途半端な調査であっ

たが、大きな成果を得ることができた。ただ残念であったのは、調査の第 1の 目的であった寺跡の確認ができな

かったことである。

さて今回の調査では古代の遺跡の空白地帯の中にあって、突然白鳳時代の寺院跡が出現するような事前の歴史

的環境に対して、遺構 としては古墳時代前期以降、連綿 として集落が形成されていたことは、寺院建立前に、そ

の基盤を充分に持っていたことであり、鎌倉以降においても佐々木氏の被官で重要な地位にあったロカロ田氏の基

盤 としても栄えたことが理解できた。特に 2群 として理解できた掘立柱建物群については廂付建物を含む比較的

まとまったものであり、かつ 7世紀後半からのものと言う意味では寺跡とのかかわりが充分考えられるものであ

り、今後の調査に期待されるところである。また遺物から見た場合は縄文時代晩期から以降継続する点では、湖

東地域においても早 くから開発された地と考えられる。特に縄文晩期の上器の検出例は、この愛知郡内に限つて

見れば、初見例であり、縄文時代の資料 と言う点だけで見ても、郡内では蚊野古墳群中等の墳丘盛土内からの石

鏃等に限られるのみであった。なお、この地での縄文晩期の遺跡立地を考えた場合、丁度今回の調査地の西側は

宇曽川の支流銭取川が流入しているところであり、また今回の調査で検出され流路が豊郷町雨降野方面から流入

していて、その合流点にぁたり、かつ現在でも低湿地を形成していることから、この湿地を目的に集落が営なま

れた可能性がある。このことは石錘の出土からも類推できる。

最後に改めて今調査の目的であった寺跡についてであるが、埓を持つことなどから見れば県下の寺跡の多 くが

瓦を少量出すのみで、伽藍としては充分整備されているとは考え難いなかで、比較的伽藍を具備していたと想像

できる。そして寺跡があったことも確かであるが、先にも触れたように今回では確認しきれなかった。そして、

今回の寺跡関係の遺物出土状況、周辺の遺物の散布状況から、改めて寺跡の所在を再考して見ると、結果として

今回の調査区の北側、つまり、より大字八町側の微高地が有力となろう。また当寺跡の時期 としては飛鳥時代寺

院跡とされているが、今回の出土瓦から判断すると前年度の塔ノ塚廃寺、野々目廃寺側から考え白鳳時代すら、

やや困難であるようだ。この時期の確定と寺跡確認については今後の周辺部の調査に期すことでまとめに変えた

ヤゝ。

(近藤 滋)

め
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7。 出土遺物観察表

種  別 番号 法量 (cm) 形態上の特徴 手法上 の特徴 そ の 他 の 特 徴 備  考

縄文土器深鉢 1 口径29.4 し

ｏ
に
む

成
る
部
ば

を
す
底
す

稜
反

にヽ

に
外
く
速

面
は
丸
急

外
部
は
て

部
縁
部
け

肩
口
胴
向

回縁端部 に刺突文が廻
る。

冒爽り宇勢零鍵1各累
以下内外面ともに板状
工具でタテに削る。

幡契訟髯摩焔大の石
英・チャート・ くさり
レキを多く含む。

鰍 筈政下
|;符ぜ累

みられる。

水酢②トレンチ
8区 SD-5
出土

縄文土器深鉢 口径26.7 暑鍮舜缶健響再表と
軍ξttiよ張らず、底部
懸Pけ

て緩かにすば

丁籍誠省可馬棗夏B地
る。

冒寮プ安勢壽塾1各晶
以下外面は板状工具で
削る。

t響写騨賤鱈
む。

霧響繁晟繹外面に煤付着

水路②トレンチ
8区 SD-5
出土

縄文土器深鉢 3 口径32.0
昌督評砦爺昴暑密接
亀肇種装らず、底部
極Fけ

て緩かにすば

口縁端部 に刺突文が廻
る痕跡が残る。

冒寮り寮勢累塾,各累
以下内面は板状工具に
よる削り、外面はその
後ヘラナデしている。

t畠翌1軍る塚黒大字を夢
く含む。

鑑 晟零外面に煤付着

水路②トレンチ
8区 SD-5
出土

縄文土器 鉢 回径13.1
器高 9.3

口縁部は少し外反す

奥滋の小型鉢である(

ヨ
　

ハ
ら
い

に
　
テ
さ
て

も
　
夕
は
デ

融
　
紳
瓶
０

外
整
は

具ヽ

納潮輌艦厘

嚇
サ脚
媚
イこ板る。

t響57梅発F
露深繁鼻各iこ煤が付着。

チ

５

ン

一

レ

Ｄ躙縣雌

縄文土器 鉢 5 口径20.5
器高18.1 累探譜だ答振権と民

す。
尖底の鉢である。

賓ジナ芸裂釜F係累島
外面はタテにヘラナデ
している。

t亀引町医埒靴大の石
英・ チャー ト・ くさり
ンキを多 く含む。

醒稼艶星軍殊面に煤が付
着。

水路②トレンチ
8区 SD-5
出土

錘石
テ

コ

さ

タ
ヨ
厚

扁平な河原石のタテ方向両端 を打ち欠 く。 γで薄認褒冴贅暑の斑晶
象な矛し軍7:!ま學讐舟ェ
流の産 と思われる。

チ

５

ン

一

ン

ＤЮ縣雌
縄文土器浅鉢 7 口径32.0 大きく外反する口縁

音巨イよ男帯音[が 2毛豊サこ万∃
曲する。

義藝Fツ謝絶Σ累≧冦
不明。

石
を向卜・長石

(色調)灰褐色
(胎 土)1～ 2

英・ チャー

多 く含む。
(焼成)良好。

チ

５

ン

一

レ
Ｄ醐縣雌

灰 釉  椀 口径33.0
器高10.8
高台径16.0

部
外
　
に
貼

体
は
　
境
を

院
瑯
　
わ論

伸
口

ｏ部
る

に

ヽ
い
底
尖

ｏ

方
し
な
と
に
る

牡
拓
甦
脚
前
僧

口縁部の一部を外へ曲

嘗争ζξ真彗ぞ貫:3
りしている。

屎籍戻籍露父夕塞丁今
る。

t響弩毎蛾娠
孵 暑磐歯転(但し、
底部のヘラ削 りは左回
転)

水路②トレンチ
8区 SD-5
出土
(水 路① トレ
ンチ 3区 SB
-1か らも破
片 が 出土 し
た)

無 釉  椀 高台径 9,4 に
が

連例
ム
画

の
一局

と
の

部
形

底
角

と
二

ｏ

部
面
く

体
断
付

体部内外面 ヨコナデ調

護善Б外面は回転糸切 り
を行 う。 転

色

　

ｏ回

白
良
好
右

灰
精
良
ロ

倒的醐妙

水路②トレンチ
8区 SD-5
出土

土師器  皿 口径12.6
器高 3.2 省薮纂癬甍曇象月巴

厚する。

口縁～体部内外面はヨ

鼻真g語罠ぢ闘苓襲巖
力漸曳る)

(色調)灰褐色
(胎土)精良
(焼成)良好。

チ

５

ン

一

ン
Ｄ剛縣雌

須恵器 杯身 11 径
高

口
器

体部 と底部 との境 は

不明瞭。
立ち上が りは短 く丸
ヤゝ。

詈薄欲思雪含夏騨弟塾
を行 う。

耀邑冷τ為硼大の長
石を含む。
解Yワ暑客箇転

水路②トレンチ
8区 SD-5
出土
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種  別 番号 法量 (clll) 形態上の特徴 手法 上 の特 徴 そ の 他 の 特 徴 備  考

土師器  皿 回径 8.7
器高 1.6

体部と底部との境は
外面に稜を成す。
口縁部は丸い。

口縁～体部内外面ヨコ
ナデ調整、底部内外面
指ナデ調整。

(色調)淡褐色
(胎土)0.511ull大 のチャー

トを少し含む。
(焼成)良好。

水路②トレンチ
8区 SD-5
出土

軒  丸  瓦 単弁 8葉の蓮華文軒
丸瓦。
周縁に珠文がめぐる(

文様面のほりが深しゝ
〃

(色調)灰褐色 (表面はい
ぶされて灰黒色 を呈
す)

(胎土)精良
(焼成)良好。

チ

ー

ン

一

レ
ＤЮ瑯皿

軒  平  瓦 瓦当部の
厚さ 3.0

4重弧の重弧文軒平
瓦。
4重目の弧の上を指
で押圧している。

上面布目
下面指ナデ調整

(色調)淡赤褐色
(胎土)0.5111111内 の石英・チ

ャー トを含む。
(焼成)不十分。

糊 Эトレンチ
3区 SD-1
出土

軒  平  瓦 の

。
５

部
３

当
さ

瓦
厚

平
ら
斜
れ
重
端

軒
か
に
入
７
下

は
上ヽ
卿
雄
６．免
る。

重
が
日線
・部
す

距
房拒
胞
出胞
粧

重
で
。
子
ら
の
ら

７
瓦
３
格
さ
目
か

整調
り

デ
削

ロ
ナ
ラ

布
指

ヘ

面
面
面

上
下
側

(色調)淡褐色 (瓦当部と
上面はいぶされ灰黒色
を呈す)

(胎土)精良
(焼成)やや不十分。

糊 ②トレンチ
3区 SD-1
出土

瓦丸 玉縁部に3条の筋が
走る。

上面ハケロ
下面布目
玉縁部ヨコナデ調整
側面ヘラで削る。

(色調)淡灰色
(胎土)精良
(焼成)やや不十分。

チ

８

ン

一

レ

ＤЮ』皿
須恵器 杯蓋 口径12.0 る

し
い

あ
曲
丸臨々縦

扁
段
端

は
２
る

部
が
す

井
縁
下

天
回
垂

天丼部外面はヘラ削り
した後、平行叩きを行
う。
その他はヨヨナデ調整 (

(色調)暗灰色
(胎 土)0.5～ l llull大 の長
石・石英を含む。

(焼成)良好。
※ロクロ右回転

輌 トレンチ
1区暗茶灰色
粘土層出土

須恵器 杯蓋 口径12.0 天丼部は扁平である(

口縁が 2段に屈曲し
外下方に伸びる端部
は丸い。

天丼部外面はヘラ削り
した後、平行叩きを行
う。
その他はヨコナデ調整(

(色調)灰色
(胎土)0.5～ l dm大 の長
石・ 石英 を含む。

(焼成)良好。

奄躍縄
粘土層出土

須恵器 杯蓋 口径14.0 天丼部は丸い。
口縁部が屈曲して垂
下し、端部は少し外
反する。

天丼部内面をヘラ削り
するほかはヨコナデ調
整を行う。

(色調)灰色
(胎土)0.511ull大 まれ に 5

11ull大 の長石 。石英を含
む。

盤 染胞
粘土層出土

須恵器 杯身 口径10.0
(器高 4.2)

口径の小さい杯身で
ある。
体部はほぼまっすぐ
外上方に伸び(回縁
部は丸い。

底部外面をヘラ削 りす
るほかはヨヨナデ調整
を行 う。

(色調)暗灰色
(胎土)0.5～ l llwll大 の石
英・ チャー トを含む。

(焼成)良好。

矛廂土

レ
茶
出Ю螂麟

土師器  皿 口で舌 9,8
器高 1.5

体部と底部の境に稜
を成し、体部は内弯
する。
口縁端部は少し尖る(

口縁～体部内外面ヨコ
ナデ調整。
底部内外面指ナデ調整

(色調)灰褐色
(胎土)0.5nHTの石英。長
石を少し含む。

(焼成)良好。

控牒胞
粘土層出土

土師器  皿 口径 9.5
器高 1.3

体部と底部の境に稜
を成し、体部は内弯
する。

回縁～体部内外面ヨコ
ナデ調整。
底部内外面指ナデ調整(

少を破の髄賦
ｏ猛

灰
１
む
良

鯛脳蛤醐

矛胞土唖嚇脚須恵器  甕 口径15.2 丸やかな頸部から回
縁部が外反し、端部
は肥厚する。

口頸部内外面ヨヨナデ
調整。
肩部内面は同心円文叩
き目、外面は平行叩き
目の後ヨコナデ調整を
行 う。

(色調)淡灰色
(胎土)0.2～ 0.5mmaの 長
石・ 石英を含む。

(焼成)良好。
※ロクロ右回転

矛庭土鞠脚
須恵器 高杯

央
線

中
波閤聯

ｏ，ム
の

し
開
条

ｏ

な
に
２
る

し
か
に
廻

透
緩
部
が

脚部外面ヨコナデ調整、
内面 ヨコヘラナデ調整
を行 う。

(色調)灰色
(胎土)l llull大 の石英を少
し含む。

(焼成)良好。
※ロクロ右回転

矛艦
レ
然Ю呻鵬

須恵器 杯身 口径11.0
器高 3.9

体部 と底部 との境は
明瞭。
立ち上が りはやや小
さく内弯する。

底部外面ヘラ削 り、そ
のほかはヨヨナデ調整
を行 う。

(色調)淡灰色
(胎土)0,2111111大 の長石 を
含む。

(焼成)良好。
※ロクロ右回転

チ

ー

ン

一

レ

ＢЮ螂雌
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種  別 番号 法量 (cm) 形態上の特徴 手法上 の特徴 そ の 他 の 特 徴 備  考

須恵器 杯蓋 口径14.3
器高 5.3

。
日
　

るヽ

い
て
が
す

領
舶
勇頼

丸
を
下
し

縦
，こ稜通
妙

井
面
部
部

天
外
縁
端

る
を
　
文

す
整
　
円

り
調
　

心ヽ

削
デ
　
同

ｏ

ラ
ナ
　
に
る

ヘ
コ
　
面
残

を
ヨ
　
内
が

部
は

ｏ部
目

井
か
う
井
き

天
ほ
行
天
叩

t亀引『を現剛大の石
英。長石・チャートを
幌成)や碁奮義九

水酢0ト レンチ
北拡張区
SB-2出土

須恵器 杯蓋 口径 13.8 天丼部は丸やかであ

ぞ孫掻季:鸞とを最
す。

香萩菅雪含子騨艶塾3
行 う。

t露翌胃驚監犬の長石・石英を含む。
77り喜墓召義

分 唾雌抑
須恵器 杯蓋 口径15.2 天丼部は丸やかであ

ぞ吾掻季:鸞と患曇
す。

る
を

す
整
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種  別 番号 法量 (oll) 形態上の特徴 手法上 の特徴 そ の 他 の 特 徴 備  考

土師器 高杯 口径 18.4
痰U争呂犠鼻悠舞農

9急
嘲 :身 屡ζ勢鯖第4ト レンテ

SB-47
出土

土師器 高杯
厨窪鞣√外開

きする
中空である。 貧詈誓ピ蓄翼5毬野写

ている。 騨勢箭第4ト レンチ
SB-47
出土

須恵器 高杯 脚径 8.8
響評

ぐ少し屈曲を
短脚の高杯脚部。

外面ヨコカキロ調亀

1露會静帳石を
※ロクロ右回転

第4ト レンナ
遺構面上
出土
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第 4章 愛知郡湖東町大日群遺跡



1.は じ め に

県営ほ場整備に伴なう今回の調査は、小字 F大 日濤』の示すことから、寺跡として遺跡目録に掲載されていた

遺跡の有無を確認することが第 1義であった。さらに当地が、この愛知郡を本格的に開発したと考えられる愛智

秦氏と、その原動力となった「愛知井」の基点近 くにあることから、愛知井関連の何らかの遺構が確認できない

かとの目的でも調査を実施した。

2.位置と環境

大日濤遺跡は、愛知郡湖東町大字長地先、長集落の北方の水田地帯にある。周辺には、i謹」「鐘堂」等の小

字名が存在するほか、古瓦の出上が伝えられており、寺院跡 として把握されている遺跡である。しかしそれ以上

の資料はない。また当該遺跡の範囲内には、古代条里開発 と大 くかかわる灌漑施設、いわゆる愛知井が縦断して

〉γttn

4■`  "

第 1図 位 置 図
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いる。愛知井の起源は、古代にさかのぼり、その流域に展開する古条理制地割 り (南北方向に主軸)は、愛知郡

統一条里制地割に先行するといわれている。こういった状況からも、重要灌漑施設 とそれによる開発区域の拠点

として寺院が存在することは充分うなずけるところである。

さて湖東町内には、現たのところ36ヶ 所の遺跡が確認されている。そしてその大半は古墳群であり、それをさ

かのぼる確実な遺跡は知られていない。これは町域のほとんどが扇状地と愛知川の低位段丘面であるため、ある

程度の土木技術の発展に裏づけられた人工水利施設がなければ開発が可能とならなかった結果であろう。古墳群

の中には、勝堂遺跡のように48基を数えかなり大規模なものもあり、隣接秦荘町内にみられる渡来系愛知秦氏等

とも関連する有力勢力も考えられる。

その他には、若干の寺院跡、窯跡、中世城館跡等が知られているにとどまる。うち小八木廃寺遺跡からは、鬼

板などの出土がありその実態の一端が明らかになっている。しかし大半の遺跡は本格的調査 もなく不明な点が多

ヤゝ 。                                                                                                                   Ⅲ

ともあれ、遺跡 よりみる湖東町の歴史はいまだ白紙に近い状態で、今回の調査も含め今後の調査 。研究に期待

がかかっている。なお今回の調査に際しての周辺調査で、新たに湖東地区で 2基目の前方後円墳を確認すること     '
ができた。小田刈古墳とした。湖東の後期古墳時代の再考が必要 となった。

3.遺構と遺物

調査は、排水路予定地にトレンチを設定し進められた。幅約 3m、 総延長は260mを 測る トレンチを東西方向に

設けたものの、検出された遺構は、若干のピット・近世井戸一基・倒風木痕のみであった。一部集石遺構らしき

ものもあったが、人工物 と判断するには至らなかった。特に「愛知井」との関係においてもトレンチ西端の更に

西を南北に通ることから、これについても、かかわりを明らかにし得なかった。

一方遺物についても、皆無に近い状態であった。わずかに上師器の小皿の細片が出上したものの、遺構に伴う

ものではなかった。

以上のように、遺構 。遺物とも当初の予想を裏切る結果 となったが、計画水路敷のみと云うトレンチ設定地な

どに制約の多い調査であったことが原因であったかもしれない。

4。 ま と め

調査開始以前、愛知井等の関連などからかなり期待のふ くらむ調査であったが、結果の乏しい内容となった。

しかし、これによって大日濤遺跡の存在までもが否定されたとするのではなく、今回掘削した部分に遺構 。遺物     ,
が存在しなかったと理解すべきだと考える。

今後の調査・研究によって、「大日濤遺跡」の内容が引らかになることに期待したい。                 |

(山本一博)
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第 5章 近江八幡市七ツ屋遺跡



1.は じ め に

県営ほ場整備に先き立ち実施した当該調査は、集落西端の田中に、やや大型の石材が数個集められており、一

部マウンドを形成しているように見えることから古墳として位置付けられていたものの、不明確な点が多く、具

体的な遺構の性格、遺存状況等を明らかにする目的で実施した。と言うのも大字七ツ屋から馬淵に向かう県道沿

いには、さらに数個の石材が散見でき、あるいは寺跡的なものがあって、その石材が集積されたとも考えられて

いたからである。

なお当該調査の実施に際しては、補助員不足の結果、近江八幡市立郷土資料館長江南洋氏がこれを見かねて、

平板測量等、多大な御助力を得た。ここに記して謝意を表したい。

軍机坦
>/Ⅲ ´́ て́

'

|1姦

）
じ
第
淋

＼ど生_十七

:ミ

Ⅲ
 Ⅲ 

Ⅲ

照ミペ′

1 七ツ屋遺跡  5 千僧供古墳群
2 .馬淵城跡   6 岩倉山商古墳群
3 千僧供廃寺  7 岩倉山北古墳辞
4 ラカン塚   8 瓶割山城跡

安吉古墳
倉橋部廃寺
栗木山古墳群
慧聰部古墳群

第 1図 位 置 図

―-39-―



2.位置と悟境

調査地は白鳥川の左岸に位置する小集落で、馬淵の出屋敷として新たに営まれた七ツ屋の集落西端に位置して

いる。付近の遺跡としては白鳥川対岸の千僧供集落内に、鐘や短甲を出上し、中期古墳 と考えられる供養塚や、

横穴式石室を主体 とする岩塚などから形成された千僧供古墳群があり、さらに、その東の岩倉地先にも後期古墳

が分布している。また当字の南から西にかけては日野川が貫流し、特に南東部には「安吉橋の鬼」の伝承で知 ら

れた現安吉橋があって、西側の大字倉橋部には倉橋部廃寺や古墳群く古墓等も占地し、早 くから遺跡の集中箇所

として知られている。しかし出郷であることからも判断できるように、当字の立地する白鳥川左岸では従来、ほ

とんど遺跡はなく、比較的開発の遅れた地であったように思える。

3.遺構と遺物

集落西端にあって工場の敷地東側に見られるマウンド状のところを中心に東西、および南ヘトレンチを設定し

た。この結果、マウンド内の石材は遺構に伴うものではなく旧耕土上に新たに盛られたものであることが明らか

となった。また周辺部から、角がとれた上器の細片が若干採集されたが、特にこれに伴なう遺構等も他になく、

他からの流入と考えられた。

4。  ま と め

先にも触れたように、今回の調査では古墳の残痕かと考えられたマウンドも、結果 として後世の集積によるも

のであることが明らかとなった。しかし何故当地に集積されたかは不明のままであり、かつ、これに触れると厄

災があるとの伝承が生じていた。今後の調査に期したい。
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第 6章 蒲生郡竜王町綾戸遺跡



1.は じ め に

竜王町内における県営ほ場整備で、はじめて発掘調査を実施 した当該調査は、式内長寸神社 とされている苗村

神社の東から、北にかけて実施した。この苗村神社の東境内には古くから古墳群の存在が知られ、かつ社叢の東

にも七ツ塚 と呼ばれる古墳が所在していた。

ほ場整備事業における施工計画では、この七ツ塚はもとより、社叢内に排水路計画が成され、いづれも削平さ

れると云うことで、計画変更が困難であったことから、結果 として調査を実施することとなった。また社地の北

側の驚輿丁よりでは、旧参道があったのか、里道と鳥居の存すること、また苗村神社楼門前の排水路改修に際し

て弥生中期の遺物が現地表下 lm近 くのところから出上したことなどから、排水路予定箇所の一部において試掘

的に下層の確認をすることとした。

澱ヽ

狙

物

桓

1 綾戸遺跡
2 東苗村古墳群
3 駕輿丁遺跡
4 新巻A古墳群

八幡社古墳群
新巻B古墳群
安吉山古墳群
雪野寺跡

天神山古墳辞
平石古墳群
横山古墳群
宮井廃寺
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現地調査は、石橋正嗣が担当し、地元の関係各位の多大な協力を得た。ここに記して謝意を表したい。

2.位置と環境

先にも触れたように式内の比定社である百村神社境内および、その東側を中心に今回の調査は実施した。当地

は平野部の真中に位置するものの日野川、あるいは善光寺川の伏流水の流路らしく、境内には湧水地があり、こ

の周辺には低墳丘を持つことから、あるいは木棺直葬墓かと思える古墳群が所在している。また社地の南側では

「土器田」等の小字 もあり、楼門前出上の弥生土器等からも早 くより人の生活が営なまれたところと考えられる。

しかし、これ以外の遺跡 としては今回周辺部では見られず、多くの遺跡は社地の東の日野ナ十1右岸に占地する雪野

山山系に集中している。なかでも、雪野寺跡は白鳳時代の寺跡として知られ、塔跡基壇等の一部が発掘されてい

る。また寺跡周辺の山村には多数の横穴式石室を主体 とする後期古墳群が所在し、県下でも有数の古墳集中箇所

となっている。特にこの苗村神社から、日野川を越え、雪野寺跡前から山間を八日市側に貫ける道は地元での伝

承であるが、奈良道 と呼ばれていることから、両者の間には深い結び着きがあったとも考えられる。

(近藤 滋 )

3.遺 構

本調査において設けた トレンチは総計21ヶ 所を数える。このうち南北方向に設けた トレンチ (N-0～N-9と

S-1～ S-4)お よびN-5、 N-6の西側に設けた トレンチ (W-5、 W-6)に おいては遺備は検出されなかっ

た。従つてここでは調査区の東側に位置する通称「七ツ塚」を調査するために設けた トレンチ (E-1～ E-4)

について説明する。

「七ツ塚」は現在調査区の東側水田に点在する古墳で、もとは七つあったところからこの総称として地元では

呼ばれている。調査前の状況は、北・東 。南の三方を水田に囲まれ、平坦な地に墳丘とおぼしき盛上部分がわず

か1.5メ ー トルほどを残すのみとなっており、その西側は土取のためか大きくえぐられほとんど旧状をとどめてい

なかった。そこでこの古墳が周濤 (も しくは周濠)を もつかどうか、あるいは盛上の状況はどうなっているか等

を見るためにE-1～ E-4の トレンチを設定した。

E-1 盛上の痕跡あるいは周濤の有無を確認する意味で設けた墳丘の西側へ長さ5m、 幅 lmの トレンチであ

る。

ここでは残存墳丘部から約 2m西側で、 トレンチを横切る形で周濤 と思われる濤が検出された。この濤は幅50

cm、 深さ20帥余 りで、濤内部にはやや黒味をおびた暗青灰色粘質土または粘上のみが堆積していた。遺物出土は

トレンチの各部においても濤内部においても見られない。

E-2 E-1と は反対側の墳丘部東側に設けた長さlm、 幅50cmの トレンチである。

ここではE-1で検出された周濤の延長 と思われる濤が トレンチを横切る形で確認された。濤は幅50cm、 深さ30

cmほ どで、堆積土はE-1検出のものと同様である。

E-3 E-1、 E-2で検出の周濤のまわり具合を見るため、東西方向ある程度面的に広げ、併せて遺物の検出

を試みた。
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この結果、周濤は西北角で屈折してE-1検出のものにつなが り、東北角ではゆるやかな弧を描いてE-2検出

のものにつながることが確認された。またこの時点で周濠は北辺で幅約30cmh深 さ30cln前後、東西辺で幅51Lm、

深さ30～40clnと なることが判明した。

なお遺物の出土は皆無であった。

E-4 E-3で得た結果を確認する意味で設けたトレンチで、ここでも幅25～30cmh深 さ30cmの 周濤がE-2

につながる方向に確められた。

4.遺 物

ここでは各 トレンチ出上の須恵器について、この出土状況を加えて説明する。

N-0 須恵器の邦蓋 (7)は トレンチN-0南壁の暗黄灰色粘質土中より出上したものである。体部外面は天丼

部 との境から横方向のカキロ、 4条の波状文もしくは円弧文、 8条の波状文もしくは円弧文、横方向のカキロの

順で施文され、各施文単位間には区画線として凹線 もしくは沈線がおのおの一条づつ合計三条認められる。また

青灰色混黄褐色粘質上上面では須恵器の大甕(8)が小片に砕け散つた形で出上した。これはN-9、 N-8におい

てもその一部が出上している。8は口径ほば37cmh器高126cIIlを 測る大きなもので、外反する口縁部の上位 と中位

にそれぞれ 2条 と3条の沈線がめぐり、この沈線間に縦方向の一単位 9本の櫛描文がほぼ 2 clla間隔でめぐってい

る。最大復径は体部の中位やや上方にあって、左上 りの叩き目が見られる。このような須恵器の大甕は国産のも

のでは他に類を見ず、あるいは朝鮮より輸入のものであろうか。

1:s-1 2～ 4:S-2

第51図 出土土器実測図

6                                        10Cm

5:S-4 6:セ ット 七ツ塚表採 7:N-0
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S-1 須恵器の邦蓋 (1)は トレンチ掘削の途中、表土直下から出上したものである。外面天丼部はロクロ回転

の方向にヘラ切 りの際に生じる条痕が残 り、それ以外は端部にかけてナデが認められる。内面はすべてユビナデ

である。

S-2 須意器の邪蓋 3点 (2～ 4)と 同じく増、甕胴部が最下層より出上している。2は天丼部からゆるやかな

弧を描いて下つてくる体部に口縁部で内側へ屈折するもので端部はほぼ垂直につまみ出されている。 3は 2に比

べ天丼部がやや水平に近 く、器自体が深 く見える。体部 と口縁部 との境はゆるやかな弧を描きここに一条の凹線

もしくは沈線が入る。端部は外端がやや外につまみ出されている。 4は体部と口縁部の境が屈曲する他は 3に頚

似している。

S-4 N-0の 出上の 1と 同様の形態をもつ不蓋(5)が一点出土している。

七ツ塚 不蓋(5)は七ツ塚調査直前に、墳丘下の表土中にて採集されたものである。天丼部はほぼ平坦で器高

は低 く、端部も単に丸 く仕上げられているだけで他の邦蓋に比べるとやや時期的に下るものと思われる。

以上の須恵器については、8を除けばいずれも6世紀後半の特徴を示すものと思われる。この他にS-3で これ

らと同時期の須恵器邦身と甕の回縁部が出土している。

またW-6では弥生土器が出土しているが、器形、時期共に不明である。

第 6図  N― D出土須恵器大甕

5. /Jヽ 結

ここでは本調査において確認し得た事項を簡単に列記してまとめとしたい。

まず南北の排水路敷に設定した各 トレンチでは、遺構こそ検出されなかったものの 6世紀後半に相当の須恵器

が多く出上しており、付近にこれら須恵器を輩出した古墳ないしは集落跡が考えられる。特にN-0で検出の須恵

器の大甕は国内では今のところ他に類例を見ないものであり、これが朝鮮半島の産だとすれば当地在住の民もし

くは一族が渡来人 との間に密接な関係があったものと想像される。またW6で 見られたように当地の北側区域で

は弥生時代の集落跡の存在が考えられ、今後の調査に期待がかけられる。

次に南北排水路敷の東側で調査を実施 した七ツ塚古墳 (仮称)では、墳丘は残骸 となっていたものの周濤がか

ろうじて検出され、その形状から、西から東へすぼむ台形の形をとるややいびつな方墳であることが確認された。
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この場合の当古墳の平面規模は、周濤をも含めて西辺 4m、 東辺2.5m、 東西辺がほぼ3.5mを測るものとなる。

また時期については墳丘裾の表採遺物の他は出土遺物は無いため、今のところ不明と言わざるを得ない。

(石橋正嗣)

6. ま

今回の調査での第 1義 とした七ツ塚の調査では、結果として周濤等があつたものの、その周濤の状況、マウン

ドの堆積土などから、古墳と云うより、むしろ社叢の削り残しであつたように思えた。ただ、このばあい、削り

残すにおいては何らかの伝承があつたものかとも考えられたが、結果は具体的資料がなかった。しかし社叢内に

設けた トレンチからは多 くの須恵器が検出されていて、しかも、その出上位置は現田面 とほぼ等しいことから、

あるいは七ツ塚自体、古墳時代の堆積層より新たな時点で盛土がなされた可能性のあることが明らかとなった、

つまりこの意味では、社叢の部内すら新たな要因と高さを増したこととなり、それがどのような経過で生じたか

は明らかにし得なかった。ただ東社叢の、さらに西側半分には古墳群があることを考えると、古 くは西から東ヘ

向って勾配を持つていたことが想像できる。

また北側での試掘区域においては特に新たな知見を得ることができなかったが、調査完了後の大字驚輿丁横で

の施工断面観察のおり、耕土直下より炭化層、焼上が確認され、この地付近には古墳時代前期頃の集落があつた

ことが判明した。

以上、 とりとめのない結果となったが、残念なことに今回の調査では、ほとんど明らかにされたものはなく、

今後の周辺部の調査に期すことでまとめとしたい。

め
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第 7章 神崎郡能登川町小川 。宮の前。庄地遺跡



1 小川遺跡   5 サ|1商城跡
2 宮ノ前追跡  6 小ナ|1城跡
3 庄地遺跡   7 西郡古墳
4 新宮遺跡   8 山路条星

第 1図 位 置 図

9 山路城跡

10 伊庭城跡
11 法雲寺跡
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1.は じ め に

今回の小川地区のほ場整備では、基本的に田面高がほぼ平坦化しているため、面調査は除外できるものの水路

の全てが調査対象となり、さらには道路敷についても、湿地が多いことから床上の入れ換えが成されるため、結

果として道路敷をも調査を実施することとなった。

今回の調査地は、当地に所在する大前繊維株式会社の建設に際して弥生式上器の出土が報じられた、宮ノ前遺

跡、さらには小字地蔵堂から瓦が出たとして、白鳳時代からの寺跡、小川廃寺の推定地 ともなっている大字必光

寺と、その北の大字小川の間の水田地 と、小川集落の北側で小字庄地を中心とした地域で実施された。

ただ宮ノ前遺跡 と小川遺跡は重複する可能性があり、また宮ノ前遺跡と庄地遺跡についても重複する可能性が

あることから、便宜的に工事の施行内容 と位置なものから、小川集落の北側で県道以北を庄地遺跡、大前繊維近

くで水路工事の箇所を宮ノ前遺跡、そして舛光寺よりで道路工事箇所を小川遺跡 として調査を実施した。

調査は灯WII遺跡を谷口徹が、宮ノ前遺跡を辻広志が、そして庄地遺跡を石橋正嗣が、地元関係各位の協力を得

て分担、実施した。ここに記して謝意を表したい。

2.位置と環境

国鉄東海道本線 と琵琶湖岸との中間で、愛知川の伏流水を集めて流れる大同川の左岸近 くに位置する大字「小

ナ十1」 集落は、佐々木六角氏の被官小川氏が居館を構えた地であり、「神崎郡志稿」の記載にあるように小川廃寺の

所在地としても知られていた。さらにその後の宮ノ前遺跡の発見 と言うことで、一層考古学的に見て、町内での

国鉄以西での歴史的中心地 として考えられるところであった。この地付近の遺跡 としては水没条里 として歴史地

理の分野で著名な山路条里遺構があり、然光寺集落の南東端に位置する西郡神社境内には平野部には珍らしく古

墳も遺存している。また中世城館 としては伊庭、山路、と川南、新宮とあり、これらと一体 となってもっとも湖

岸よりでの一線を画している。つまり、これらの諸城以西の乙女浜、福堂、阿弥陀堂等には城館がないこと、同

時に、これらの諸域の所在する集落は周辺条里 と方位を同じくし、それに規制された条里集落であるのに対して、

乙女浜、福堂は異なり、かつ栗見新田、出在家の集落は、その名の示すとおり江戸時代後期以降に、愛知川デル

タの発達で形成されたことなどから、この一線は中世段階での居住基盤の西限であり、それ以西は生産基盤なり、

湖周辺の沼沢地であって、当時の湖岸線上の漁村的なものとして一部乙女浜、福堂が存していたと考えられる。

この意味においては当小川の地は比較的安定した地として早 くより人々の生活が営なまれてきたと考えられる。

(近藤 滋 )

―-50-―



＼
ヽ

、  ＼

ヽ

ヽ
ぺ

一

＼

ヽ
　
　
ィ
、

／

／

‐
ン!づ

ノ  /｀
/

/

/

)|ミ、、、

′
′
＼

＼
＼

)〉く

へ＼

チiづ

/  
＼

て  /

/ 
へ
く
＼
〉

/

＼
＼
〈

＼

井

ヽ
望

／

К
ぺ

　

′

/

/

＼ ′

か
、

/    
｀ヽ

′＼＼|卜i/1

｀
ヽ

、//｀

‐`・‐_.、
、、

/

/

/

/
・`

=、
、と

r＼
,く

＼

　

／

／

〉＼

/廷
/

、ヽ/
′`、

/  
｀ヽ

/

｀
＼/
/

ハ ＼
／
たＶ
／
＼

／

ヽ

ヽ

＼

′
／
＼

第 2図  トレンチ配置図
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11号小排水路 (C区 )暗渠用水路 (A区 )
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水
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）

第 3図  トレンチ配置図 (小川・宮ノ前)
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3.小 川 遺 跡

住)検 出 遺 構

当調査地区は、ほ場整備事業に伴つて遺構や遺物の破損が予想される第11号支線道路敷部分に相応する。計画

路線に沿って、幅 5m、 長さ約200mの狭長な トレンチを設定し、発掘調査を実施した。調査は、まず堆積層ごと

に順次劉ぎ取っていくことから開始したが、新・ 旧の耕作土 とその床土下に黒褐色粘質上のいわゆる包含層が厚

く層を形成していた。遺構の一部は、この包含層上あるいは層中より切 り込んでいるが、検出が困難なため、一

律に包含層を除去し、黄褐色粘質上の地山が露呈したレベルで遺構検出を行なった。この間、地山に達するまで

80cm前後を計る。

調査の結果、当地区は、現在の小川集落を頂点とする微高地の縁辺部に位置しており、西端では急激に比高を

減じて沼沢地が広がることが判明した。微高地縁辺部には、弥生時代を中心に歴史時代に至るまでの各期各種の

遺構が存在する。以下、それぞれについて

'隠

次略記していくことにしよう。

沼沢地

上述のとおり、当調査地区西端で検出した沼沢地である。肩を南北方向に保ちながら、1,7m余急激に落ち込

む。底部は、グライ化著しい青灰緑色粘土で構成され、その上に大きく4層が層を重ねて沼沢地は埋没している。

最下部は黒灰色泥土層。弥生土器や上師器の他、骨片などが若干混入している。厚さ40cm前後の堆積。その上に

暗黒灰色泥上が60cm、 次いで淡黒灰褐色泥土が20cm余堆積する。両層中には、緑釉・灰釉陶器片それに馬の骨な

どが混入している。そして最上部に黒灰褐色粘質土が乗る。この層は、どうやら沼沢地を整地するための客土と

考えられ、遺構の広がる微高地上の上が運ばれたためか弥生時代以降の名期の上器細片が混入していた。

掘立柱建物 (S B01)

弥生時代を中心とした遺構密集地のやや南東、各期の濤が錯綜する地点で検出した掘立柱建物である。N-6°―

wと ほぼ正南北に近い方位を保つ。狭長なトレンチ調査であるためその全容は把握していないが、現状で 2間以

上Xl間以上を数える。掘 り方・柱穴 とも大型である点が留意される。掘 り方は、一辺が0.8-1.Om四 方の隅丸

長方形、柱穴は直径0.3m前後を計る。 P03・ P04。 P05に ついて断面観察を行っているので、その結果について

も概観すると、掘り方として⑨―⑤の5層、柱穴内に④―①の4層が識別される。③は灰褐色泥土層、③は茶褐

色粘質土層、⑦は暗黒灰褐色粘質土層、⑥は暗黒褐色粘質土層、⑤は黒灰褐色粘質土層をそれぞれ呈す。⑤層中

には地山 (責褐色粘質土)のプロック状混入が著しく、地山を混ぜて築き固めたのかたいへん良く締つている。

柱穴内の④は暗黒灰色泥土層、③は茶褐色粘質土層、②は暗黒灰褐色粘質土層、①は黒褐色粘質土層である。掘

り方の上に比べて全体に黒色味が強い。柱筋は良く通っており、柱間は正確に各1.6mで ぁる。濤S D10を切り込

んで構築されている。

掘立柱建物 (S B02)

S B01に重複し、そのやや南東で検出した掘立柱建物である。方位をS B01に 同じくN6°一Wに保つ。現状で各

1間以上の規模が確認される。掘 り方は長径0.5mの 円形に近い楕円形、柱穴は直径0.2～0.3mを計る。掘 り方。

柱穴ともS B01に類する色調の上層で埋まる。 S B01に近い時期の構築物 と予想される。柱筋は現状で良 く通っ

ており、柱間はいずれも1.8mでぁる。
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掘立柱建物 (S B03)

S B01・ S B02に一部重複する掘立柱建物。方位をN18Wに 保つ。 S B01・ S B02と 比べてわずかに西に偏

している。現状で 2聞以上×1間以上を計る。掘 り方は一辺0.4～ 0.6mの 隅丸長方形、柱穴は直径0.2～ 0.3m。

掘 り方に黒灰褐色粘質土層、柱穴に灰褐色粘土層が充填されている。柱穴の上層は粘性が強い。柱筋は良 く通 り、

柱間は1.8m又 は2.2mでぁる。 S B02や濤 S D10に切られる形で存在する。

掘立柱建物 (S B04)

調査地区の南東端近 くで検出した掘立柱建物。方位をN26°一Wに保ち、桁行 1間以上、梁行 2間を計る。掘 り

方は径0.4m前後の精円形、柱穴は直径0.2m。 柱筋は,ヒ較的良 く通 り、柱間は桁行1.6m、 梁間1.lmで ある。P

07の底部には礎板が残っており、又、周辺のP06に は根石が、 P08に は柱根がそれぞれ遺存していた。

上境 (S K01)

沼沢地のすぐ東で検出した円形土墳である。過半を調査域外に置く。径1.3m、 深さo.5m、 断面は深い椀状

を呈している。覆土は5層が識別され、⑤茶黒色粘質上、④茶灰色粘土層、③茶灰色粘質土層、②地山のブロッ

ク状混入層、①黒色包含層がそれぞれレンズ状堆積を示す。③ o② o①各層より弥生中期後葉の上器片若干が出

土している。

上城 (S K02)

S K01の南で検出した土墳。一部、現代の撹乱濤により破壊されている。一辺0.7mの 隅丸長方形を示し、深さ

0。 2mの浅い皿状である。床面に火を受けた痕跡が認められる。壊内は黒褐色粘質上の単純層で埋まる。層内には

焼土塊や炭化物片を多 く含み、弥生中期後棄の土器片が若千混入している。

土療 (S K03)

南北に連続する3つ の土壊の最も南に位置する土墳である。径1.lm、 深さ0.3mを計り、断面は皿状を呈す。

墳内は2層が識別される。②暗黒灰褐色粘土層、①黒褐色粘質土層である。②層中には炭化物片の混入がみられ、

両層より弥生中期後葉の土器片が数点出上している。

上壊 (S K04)

長軸2.6m、 短軸1.5mの小判形を示す土墳。深さ0。 3mの浅い椀状を示し、覆土として15層が識別される。⑮黒

褐色粘質土層、⑭灰褐色粘質土層、⑬暗灰色粘質土層、⑫黄灰色粘質土層、①暗黄灰色粘質土層、⑩黒色炭化層、

⑨黒灰色炭化層、③淡灰色粘質土層、⑦灰褐色粘質土層、⑥暗灰色粘質土層、⑤茶灰色粘質土層、④茶褐色粘質

土層、③暗茶灰色粘質土層、②茶灰色粘質土層、①淡茶灰色粘質土層の各層が薄いレンズ状堆積をなす。①～⑮

層中には、地山のブロック状混入が認められる。③・⑩層中からは、両層内に貼り付くように弥生中期中葉の壷・

甕などが、比較的まとまった形で出上した。⑥～①の各層内には、炭化物片の混入が認められる。

方形土坂 (S K05)

一辺0.7m、 深さ0.7mの 方形を呈する土損。わずかに断面が袋状 となる。当初、柱穴かとも考え、断面観察を

行なったが、柱根が検出されず、覆土 として 5層が確認された。⑤暗黒灰色泥土層、④明黒灰褐色粘質土層、③

暗黒褐色粘土層、②責灰褐色粘質上層、①黒褐色粘質土層が層を重ねる。⑤・③ o①より弥生中期と思しき土器

細片が出土している。②層は地山の一括流入であろう。

木棺墓 (S K06)

ほぼ南北方向に長軸を置いた木棺墓である。周囲に周濤等はみあたらない。墓壊は長軸2.lm、 短軸0.8m、 深

さ0.5mを計 り、そのやや北に偏して木棺が埋置されていた。棺材の木質はすでに上にかえり、痕跡のみ追認でき
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第5図 木棺墓S K06実測図 (小川)

る。その痕跡から判断すると、木棺の側板および木口板は明瞭に確認できるものの、蓋板および底板は未確認で

ある。蓋板については、その遺存状態からすでに削平された可能性が高い。一方、底板については、断面をみて

も棺底が椀状に弧を描いて落ち込んでおり、当初より存在しなかった可能性が考えられる。板材に替えて植物質

のものを敷いていたのではないだろうか。木棺の痕跡から推定すると、棺の長さ1.8m、 幅0.7m、 最深部0.4mで

ある。棺内は精査にもかかわらず、人骨を検出しなかった。わずかに歯の一部、そしてその近 くで骨粉が若千認

められたにすぎない。歯は鑑定を依頼したが、遺存が悪 く、人間の歯である以上のことは不明であつた。ただ、

歯の位置から、被葬者が南枕であつたことは推察できよう。

断面観察の結果、墓墳の掘り方として⑫～③の4層、棺内堆横上として③～①の8層が識別される。両者を画

る棺材の痕跡は、暗黒褐色粘質上である。掘り方は、⑫黒灰色泥土層、①灰褐色粘質土層、⑩暗灰褐色粘質土層、

③淡黒灰褐色粘質土層が層を重ねる。①・⑩両層中には地山のプロック状混入が著しい。棺内は③黒灰褐色泥質

土層、⑦黒灰色粘質土層、⑥黒灰褐色粘質土層、⑤黒褐色粘質土層、⑨淡黒褐色粘質土層、③暗灰褐色粘質土層、

②黒灰褐色粘質土層、①暗黒灰褐色粘質土層である。③・⑤両層の最下部には、炭化層の薄い層状介入が認めら

〓
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れ、先述の底板材に替わる植物質敷物の存在を推論付けている。⑤層最下部では、既述の歯や骨粉を確認する。

その他、各層とも炭化物片や焼土痕の混入があり、⑤層の密を始めとする土器片もしばしば出上した。いずれも

弥生時代中期後葉の所産である。

湾 (S D01)

東から西へ向かう1条の濤である。不定形の落ち込み (S X05)を切って流れる。幅0.8m、 深さ0.6m、 断面

はV字状をなす。覆土として④暗黒灰色泥土層、③黒灰色粘質土層、①黒褐色粘質土層が識別される。④層に炭

化物片、③層中に地山のプロック状介入が著しい。

滞 (S D02・ S D03)

両濤 とも東から西へ と流路を刻む濤である。S D02は S D03に切 られる形で存在する。S D02は幅0.5m、 深さ

0.2mの浅 く小さな濤である。黒灰褐色粘質土層の単純層で埋 まる。S D03は幅2.8m、 深さ0,8m、 断面椀状を呈

す大型の滞。7層が識別される。⑦黒灰褐色粘質土層、⑥暗黒褐色粘土層、⑤青灰黒色粘土層、④黒灰褐色腐植

土層、③暗黒灰色粘土層、②黒灰色粘質土層3①灰褐色粘質土層が順次層状堆積をなす。④層は植物遺体が多量

に混入した腐植土層。②層中には酸化マンガンの沈着が著しい。又、⑥・②両層からは須恵器片などが出上して

いる。

滞 (S D04・ S D05。 S D06)

互いに相接しながら東から西へ と流路を刻む 3条の濤である。 S D04と S D06が ともにS D05を切 り込んでい

る。いずれの濤 も現畦畔 と並行関係にあり、条里遺構 との関連が留意される。 S D04は、幅1,7m、 深さ0.5m、

断面椀状の濤。各堆積層が綺麗なレンズ状堆積をみせる。④層は黒灰褐色粘土層、以下③黒褐色粘土層、②暗黒

灰色粘質土層、①黒灰色粘質土層である。S D05は、左右よりS D04と S D06に切られてその面影をとどめない

が、黒褐色粘質土の単純層で覆われた深さ0.2m余の浅い濤である。そしてS D06は、この3条の濤の中では最大

のもの。幅4.2m、 深さ1.Om、 断面はやや深い椀状を呈している。断面観察では、そのほぼ中央を新しく土墳が

切り込んでいる。上墳は、③黒灰緑色粘土層、②淡黒灰色粘土層、①黒灰色粘土層の3層 よりなり、以下⑨～④

の各層がS D06の覆上である。③は暗黒灰緑色粘土層、⑥淡黒褐色粘土層、⑦暗黒褐色粘土層、⑥黒褐色粘土層、

⑤淡黒灰緑色粘土層、④黒灰褐色粘質土層である。⑦層中からは、木製品の他、歴史時代の上器片が出上してい

る。

滞 (S D07)

東から西へ流れる1条の濤である。幅1.2m、 深さ0.4m、 断面は椀状を呈す。覆土として4層が識別され、④

黒褐色粘土層、③淡黒褐色粘土層、②黒灰色粘土層、①黒灰褐色粘質土層が順次層を重ねる。濤底は凹凸が著し

く、そこに堆積したのが④層である。②層中には地山のブロック状混入が認められる。セクション帯近くの北側

③層中より須恵器提瓶などが出土している。

濤 (S D08)

S D07のすぐ南に位置し、S D07と 同方向の流れを刻む濤である。幅0.8m、 深さ0.3m、 断面は浅いながらも

明確な椀状を示す。濤中には2層の堆積をみる。②層は黒褐色泥土層、①層は黒灰褐色粘質土層である。②層の

最下部には灰褐砂泥が薄く層状に堆積しており、ゆるやかな流れのあったことを物語っている。

滞 (S D09)

流路を東から西へ保つ大型の濤である。幅3.7m、 深さ1.4m、 断面 は外に大 きく開いた椀状を呈す。濤は、通

常地山と称 している責褐色粘質土より切 り込 まれ、そのグライ化層、次いで灰褐色泥土層を経て灰白色砂層中に
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その底部を置く。黄褐免粘質土は比較的粘性に富んだ湿地性の泥上である。その下の灰白色砂層は粒子の細かい

砂の層で、湧水が著しい。この濤の覆土は4層が確認される。④暗茶褐色腐植土層、③黒灰緑色粘土層、②暗黒

灰色粘土層、①黒灰褐色粘土層の各層である。④層中には上部で木製品が集中していた他、若子の上器片の混入

が著しく、土器が最も集中して出上した層である。①層でも若千土器が出土する。出土土器は、いずれも弥生後

期のものであるが、調査時にはその取り上げに留意し、④層をⅢ層、③・②両層をH層、①層をI層に分層して

取り上げた。ところで、この濤は、その構築時期を考慮しても、集落を画す環濠であった可能性が高い。

滞 (S D10)

南東から北西へと若千弧を描いて流れる濤である。掘立柱建物のS B01・ S B02に切られ、S B03を切り込ん

でいる。幅0.5m、 深さ0.3m、 断面はU字状を呈している。覆土は2層が識別され、②黒灰褐色粘質土層、①黒

褐色粘質土層の両層により埋没する。

滞 (S Dll)

流れを北東より南西に刻む濤である。幅2.5m、 深さo.5m、 断面はやや浅い椀状を示す。6層の覆上が識別さ

れる。③層は淡黒褐色泥土層、以下⑥暗灰褐色泥土層、④青灰緑色泥土層、③暗灰褐色泥土層、②灰褐色泥土層、

①淡黒灰褐色粘質土層の層順である。③はやや腐植味を帯びた泥土。④は地山の一括流入と考えられる。②層に

は炭化物片が多く含まれ、砂の層状介入が認められる。流れの存在を暗示している。

滞 (S D12)

やや不規則ながら北より南へ流れる1条の濤である。幅0.8m、 深さ0.3m、 断面は浅い皿状を示す。覆土とし

て3層が確認される。③淡黒灰色粘土層、②黒灰色粘土層、①黒灰褐色粘土層である。③層中には地山のブロッ

ク状混入が認められ、①層には酸化マンガンの沈着が著しい。又、②層には須恵器片の他、丸瓦・平瓦が若干混

入している。調査地区南方一帯に広がるとされる小川廃寺との関連が留意される濤である。

滞 (S D13)

S D12の南で検出した濤である。流路を東より西に刻む。幅0.2m、 深さ1.4m、 断面は深い椀状を呈す。ただ

し、濤の北側では、その上部が直角方向に大 きく張 り出している。 この濤 も、先述の S D09と 同様、黄褐色粘質

土より切り込まれて、灰白色砂層中にその底部を置く。断面観察の結果、覆土として6層が識別された。③茶褐

色腐植土層、⑤灰褐色粘土層、④黒褐色粘土層③暗黒褐色粘土層、②暗黒灰色粘土層、①黒灰褐色粘質土層の各

層である。⑥層は広葉樹を主体とした葉枝が薄く粘土と互層をなした腐植土層である。⑤層中には若干の炭化物

片が認められる他、リン分の小粒子を多く含んでいる。④～②の各層は炭化物片の混入著しく、古墳時代前期の

上師器が多数出土した。①層は上部に酸化マンガンの沈着があり、古墳時代前期の上師器の他、須恵器の混入が

認められた。遺物の取り上げに際しては、⑥層をⅣ層、⑤層をШ層、④～②層をII層、①層をI層 に分層の上、

取り上げた。ただし、Ⅳ・Ⅲ両層はほとんど無遺物層であり、この濤に遺物が流入し始めるのは、コ層以降のこ

とである。

不定形落ち込み (S X01)

土墳 (S K03)の南に位置する不定形の落ち込みである。東側はS X02に連接し、西側はトレンチ外に伸びる。

最大幅6.Om、 最深部で0.4mを計る。断面観察の結果、②淡黒灰褐色粘土層、①黒褐色粘質土層の2層が識別さ

れた。②層中には、地山のブロック状混入が認められ、層中より弥生中期の土器片などが若干出上している。①

層は酸化マンガンの沈着が著しい。用途不明の遺構である。
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不定形落ち込み (S X02)                                ′

西のS X01に連接する不定形落ち込み。最大幅2.2m、 最深部で0。 3mを計る。断面は皿状を呈す。覆土は黒褐

色粘質土の単純層。弥生中期の上器片が若千混入している。                '

不定形落ち込み (S X03)

S K04の北に位置する不定形落ち込み。最大幅1.4m、 深さ0。 4m、 断面は椀状を示す。落ち込み内は、④暗黒

灰褐色粘土層、⑤黒色災化層、②暗灰褐色粘賃上層、①黒灰褐色粘質上層の4層が確認される。③層中には炭化

物片のほかにも多量の焼土塊が含まれており、弥生中期の土器片が混入する。

不定形落ち込み (S X04)

S X03の北にあり、それを直交する落ち込みである。S X03と ともに、陸橋部のある方形周濤墓の周濤であっ

た可能性を残すが、その主要部がトレンチ外に伸びているため、想定の域を出ない。落ち込みは、幅0.6m、 深さ

0.6m、 断面はU字状を呈し、覆土として7層が識別される。各層ともレンズ状の薄い堆積を示す。⑦層は暗黒灰

色泥土層。以下⑥黒灰色粘質土層、⑤暗黒灰褐色粘質土層、④淡黒灰褐色粘質土層、③黒灰褐色粘質土層、②明

黒灰褐色粘質土層、①黒褐色粘質土層である。⑦層下部には炭化層が薄く層状介入しており、層中より弥生中期

の土器片が出土する。③・②両層でも炭化物片の混入が認められる。

不定形落ち込み (S X05)

S D01に切 られる形で検出した不定形の落ち込みである。幅0.8m、 深さ0.2mの浅い皿状を呈す。覆土として

②淡灰褐色砂泥層、①黒褐色粘質土層の両層が確認される。②層下部では、底部に貼り着く様相で弥生中期の上

器片が若千出上した。

鬱)出土遺物

道路敷地区で検出した遺構は、遺構内から出上した土器の分類から、弥生時代中期を主体に、弥生時代後期、

古墳時代前期、古墳時代後期以降に大別される。まず、各時代ごとの遺構を列挙することから始めよう。弥生時

代中期の遺構として、土墳 (S K01・ S K02・ S K04・ S K05。 S K08)、 土墳墓 (S K06)、 濤 (S D01)、 不定

形の落ち込み (S X01・ S X02・ S X03・ S X04・ S X05・ S X08)な どをあげることができる。又、建物跡と

してまとめることはできなかったが、柱穴 (P9。 P10・ P■)内から同期の遺物が出土している。弥生時代後

期の遺構は、土墳 (S K03・ S K07)、 濤 (S D09。 S Dll)、 不定形落ち込みとしてS X06が ある。古墳時代前

期の遺構は、濤 (S D13)に 限られるが、出土品の量としては豊富である。古墳時代後期以降の遺構には、掘立

柱建物としてまとまった (S B01・ S B02・ S B03・ S B04)の他にもP01か ら出上した土師器の皿や、 P12か

ら出上した古式の須恵器不蓋などがある。その他、濤 (S D02・ S D03・ S D04。 S D05・ S D06・ S D07・ S

D08。 S D10・ S D12・ S D14)や不定形落ち込み (S X07・ S X09。 S X10・ S Xll)な ど比較的豊富である。

もちろん、以上に一応時期分けした遺構の内には複合遺跡の宿命 として、時期を異にする遺物の混入もしばしば

存在しており、時期決定に不安を残している。

次に列挙した遺構の中で、出土遺物 として注目されるものを掲げておこう。まず、弥生時代中期の関係では、

全体 として後葉の上器が多い中で、土墳 (S K04)か らのものはそれより古 く、しかも同一層内のいわゆる一括

出土品である点で好資料 といえる。弥生時代後期の濤 (S D09)と古墳時代前期―=庄内期～布留期の濤 (SD

13)か らは、ともに豊富な出土品を得た。器種もバラエティーに富んでいる。土器の取 り上げに際しては、SD

09を 3層、 S D13を 4層に分層のうえで取 り上げた。それが意味ある分層であり得たかどうかについては、今後

の研究の成果を待ちたい。又、古墳時代以降の遺物の中では、濤 (S D12)な どが小川廃寺 との関連の中で留意
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されるところであろう。

●)河 WII遺跡の獣骨について

小川遺跡の宮の前地区より出土した獣骨31点、小川地区 (沼沢地)出上のもの 8点について、その種類および

部位について観察を行つた結果を報告する。いずれも断片化しており、一部には人為的に破損させられたと思わ

れるものが含まれている。宮の前地区のものはニホンイノシシ (Sus scrOfa leucomystax TEMMINCK)を 主

とし、ニホンジカ (Cervus nippon TEMMINCK)お よび種属不明の小動物 (ネ ズミ類 ?)が混在しているのに

対し、小チII地区 (沼沢地)の ものは、ほとんどウマ (EQuus caballus LINNE)に 限られている。

亀井節夫 (京都大学)

は)小   結

小川地区は、現在の小川集落の西側に広がる水田域である。今回は、ほ場整備事業に伴う道路敷部分について、

発掘調査を実施した。調査の結果、当調査地区は、小川集落を頂点とする微高地の縁辺部に位置していることが

判明し、西端では2m近 く急激に比高を減じて沼沢地が広がつていた。この地に、人がその痕跡を残したのは、

弥生時代中期にさかのぼる。人々は微高地縁辺に居を構え、沼沢地で原始的な水稲農耕を営んでいたものと思わ

れる。その後、古墳時代を経て歴史時代に至るまで、人々は永々とこの地を生活の場 とし、やがて近隣に小川「廃」

寺の建立をみることになる。

今回の調査は、狭長なトレンチ調査 という調査上の制約にもかかわらず、遺構・遺物にいくつかの貴重な発見

があった。能登川の歴史、さらには湖東、近江地方の歴史を解明する貴重な資料になるものと思われる。

第 7図 畑地試掘調査実測図
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第 8図 出土遺物実測図(1)

SK-06(1～12), SK-01(13～ 18), S K ll(19.20),SX-01(21～
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第 9図 出土遺物実測図 (21

S K 04(28～ 32), P-11(33～ 40),
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S X 04(41～ 42),SX-08(43)
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第10図  出土遺物実測図

SX-08(45^ン 46), S K 05(47～ 48), SD-01(49～ 58), SK 03(59～ 65), SK-07(66), SD-09(67～ 69)
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第11図 出土遺物実淑1図 (4)

SD-09土 層 (70,76), Ⅱ層 (71～75,76～ 79)
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第12図 出土遺物実測図 (5)

SD― o9(80～ 88)
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第13図 出土追物実測図16)

S X 06(89～ 93), SD-11(94), SD-13層 (97.101.103～ 105.109),

Ⅲ層 (98.102)
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Ⅱ層 (95。 96.99.100.106～ 108),
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第14図 出土遺物実測図 17)

S D 131層 (110.113.119～ 121.124.126～ 128,130。 131.134)

Ⅲ層 (111.112.115～ 117.122.125.129.132)

Ⅲ層 (114.118.123.127.133)
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第15図 出土追物実測図(8)

SD 131層 (135.137～ 144.147.148.150.152.153)

Ⅱ層 (136.146.151.154～ 156)

Ⅲ層 (145。 149)
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第16図 出土遺物実測図 (9)

SD-131層 (157.159～ 162,164.166～172.176)

Ⅱ層 (163.165.177.178),Ⅲ 層(158,173～ 175)
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第17図  出土遺物実測図住0

SD-13(179～ 195),沼沢地(1)(196～ 198)

S X 07(199～ 202), SD 03(203～ 207)
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第18図 出土遺物実測図仕い

S X 09(208.209), SD-06(210-213), SD-07(214.215),SX-10(216.217), SD o8(218.219),

SD-10(220.221), SD-12(222～ 228), SD-14(229),沼沢地(21(230～234), S K 12(235), P-10(236),
P-9(237), P-12(238), Pl(239.240), P―括 (241～ 243)
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第19図 出土遺物実測図住D

遺構面 (244～ 257)

小川地区の北方にある畑地についても、今回のほ場整備事業によって削平が予定されたため、十字に試掘 トレ

ンチを設定して、削平による遺構破壊の有無を確認した。調査の結果、畑地を1.Om前後掘 り込んだ時点で、黄褐

色粘質上を地山とする遺構面が検出され、柱穴や土墳・濤など他域 と同様の遺構の存在が確認された。ただ、検

出したレベルは、削平レベル下0.4mでぁり、削平による破壊はまぬがれるものと判断し、調査を試掘にとどめ

た。

なお、地山の上に堆積する畑地の上壊は、いずれも茶褐色を基調とする砂質上で、他域からの客土と予想され

た。ただ、地山直上には旧耕上が存在することを考えると、|ヒ較的新しい客土と思われる。
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Ⅲ
Ⅳ
　
①
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③
①
⑥

①
②
③
④

溝 (S D03)断面図

淡黒褐色粘土層
赤褐色砂質土層 (Mno2,Fc03の 沈着が層状に堆積)

黒灰色泥土層 (遺物多合)

淡灰色泥土層 (地山皿のブロック状混入がみられる)

土羨 (S K01)断面図

① 茶褐色粘質土 (上師粉混入)

② 暗茶褐色粘質土
③ 灰褐色粘土
④ 茶灰色砂質土
⑤ 茶灰色砂質土 (地山土混入)

⑥ 灰黒色～茶黒色粘質土
(主体一木棺 ?)

Ⅳ  S D2

溝 (S D02)断面図

耕作土

旧耕作土 (I′ 1よ Fe203の沈着のため黒味をおびる)

赤褐色砂質土 (Mno2の 層状推積)

灰色粘土

誓摂亀暫走」1冨殉ィ化)}地山

黒灰褐色粘質土層 (若干土器片を包合し、炭化物片の混入がみられる)

黒褐色粘土層 (地山Шのブロック状混入がみられる者子の上器片を検出)

淡黒褐色粘土層 (地山皿のブロック状混入が著しい)

暗黒灰色泥土層 (土 器片、植物査体多合)

淡黒灰色泥土層 (遺物カイ無)

基本土層

第20図 暗渠用水路遺構実測図

SD-2



4.宮ノ前遺跡

(1)検出遺構 と遺物

宮ノ前遺跡 としての調査区は外光寺集落の弘誓寺北にある小学平地・九文町を通る第 2号支線排水路 (幅 5m×

延長138m)、 小川集落の北にある小字東小田・西賀久堂・宮ノ前を通る第19号小排水路 (幅 3m×延長185m)、

それに第11号支線道路 (小川遺跡調査区)の横に並行して埋設された暗渠用水路 (パイプライン)よ り東側の小

字西賀久堂地区へのびる南北方向のパイプライン (幅 lm× 延長62.5m)の 3地区である。

調査の結果、第19号小排水路・南北用水路等において弥生時代中期から古墳時代前期にかけて遺構・遺物を検

出した。以下には、各調査区ごとに項を分け検出された遺構 。遺物の概要の一部を紹介することとする。なお、

遺物については、その出土量が膨大なものであったため、その全てについて報告できる段階にない。よって、稿

を改めて報告したい。

イ。第 2号支線排水路

第 2号支線排水路は、小川集落の中央を流れる水路 と、小川集落の西側の水田の水を排水する幅 5mの支線水

路で、小字地蔵堂の南側の境を通 り、小字平地 。九文町へと続 くもので、我々が調査に着手した段階では、既に

外光寺集落北部の弘誓寺の北端付近まで完成しており、小字平地の南東端より北西への約138mに ついて幅 lmの

断面観察用 トレンチを設け、調査を実施 した。調査により発見された遺構は、時期不明の一条の濤 と一本の大畦

(道)のみであった。

基本層序は、全体を通してみた場合、 6層に分けることができる。第 1層 は、暗灰色砂質土層で、現在の耕土

層である。第 2層 は、責灰青色粘質土層で、数層に分層することができる。第 3層 は、マンガンの沈着が著しい

黒茶褐色砂質土層で、第 4層上部に薄 く堆積 しており、全線にはみられないものである。第 4層 は、マンガン沈

着が著しく砂礫や弥生土器の細片を含む、灰茶褐色砂質土層である。第 5層 は、淡灰青色粘質土層で、北西部ほ

ど厚 く堆積する。第 6層 は、周辺地域で一般的に縄文時代晩期以降の遺構がその上面において発見される責褐色

砂質土層で、北西部ほどグライ化して青灰色に変化していた。

この トレンチ調査により明らかとなった地形は、遺構面 と考えた第 6層上面のレベル変化によってみると、南

東端で85.50m、 北西端で85.00mと なり、,ヒ較的緩やかな下が りで内湖に向かっているものの、各土層の堆積状

況からみて、南側の外光寺川の影響によると思われる堆積が上層 (第 2・ 3層)において認められた以外は、そ

のほとんどが小川集落 と外光寺集落の間の東側の旧河道による堆積 と考えられるものであった。

検出された遺構が二つある。一つは、小字平地 と小字九文町を限る用水路 (第 3A地点)で、この下部やや東

よりこの用水路よりも古い濤跡が一条、さらに用水路の下より大畦状の上の高まりがみられた。これらは、いず

れも遺物が出上しておらず、年代の決め手を欠 くが、21坪 と27坪の坪境を限る遺構 と考えられる。あと一つは、

北西から南東への小畦下に存在する、やや大きめの幅lm余 りになる大畦 (道か)と考えられるものである。こ
れについても遺物の出上がなく、年代については明らかにできなかった。

口。暗渠用水路

暗渠用水路 (パイプライン)は、第m号支線道路の北東側に並行して埋設された暗渠用水路より北東へ分岐す

る用水路で、小学下入道から小字東小田を通 り、小字西賀久堂までの間で、 lm幅で約62.5mを調査した。

基本層序は、これ以降の第19号小排水路等と共通するものであって、基本的には6層に分けることができ、特

―-73-―



に第 4層については2層に分離して考えることが可能であろうと思われた。第 1層 は、暗灰色砂質土層で、現在

の耕土層である。第 2層 は、暗灰青褐色砂質土層で、床土層といわれるものに当る。第 3層は、暗灰褐色砂質土

層で、マンガンの沈着が著しく、災化物や土器片を包含する。第 4層 は、黒茶褐色粘質土層で、主に遺構内の堆

積層であつて、 2層に分けることができる。第 4-1層 は、マンガンによる黄褐色化が著しく、第 4-2層 より

も砂質である。第 4-2層 は、マンガンの影響が少 く粘質で、弥生時代の遺物を単純包含することが多い。第 5

層は、第 4-2層 の下にあって、第 4-2層 中に次の第 6層の責褐色砂質土層をプロック状に含むもので、これ

も弥生時代の遺物を単純包含することが多いものである。第 6層 は、弥生時代の遺構面を形成していた黄褐色砂

質土層で、小字西賀久堂付近で最も黄褐色化し、小字宮ノ前ではややグライ化し責灰色化する。この第 6層につ

いては、今回の調査中一点のみ縄文時代中期の遺物が採集されており、さらに下層においてこの時期の遺構が存

在する可能性のあることを示しているものと思われ、今後注意を要する。

このトレンチにより明らかとなったことは、遺構面である第 6層上面に、弥生時代以降～平安時代末までの諸

遺構の全てがみられることで、この上層の第 1～ 3層 は土壊化しており、第 4-1層 についても土壌化している

ものがみられた。この第 6層上面の トレンチでのレベルは、第11号支線道路側で85.6m、 東側で85。 8mで大きな

変化はみられないものであった。しかし、第11号支線道路側の南西端より約 3m余 りから西側が急に落ち込む地

形 となっており、この落ち込みが旧河道を示す右岸の肩部であることが第11号支線道路側 との調査により明らか

となった。このことは、小字でいう下入道部分が旧河道であることを示すもので、この旧河道が弥生時代には適

度な開発地となっていて、水田開発が容易な状況であったものと理解されるのであった。この旧河道は、現在然

光寺集落の南西を流れる舛光寺川の旧河道で、垣見集落の東側から国領集落の西側を通 り、現在の能登川町役場

周辺より然光寺集落に至り、ここで集落を囲むように両側に分れ、小川集落 との間を流れて北流している旧河道

跡がこれに当るものと思われた。

次に遺構であるが、その大部分が弥生時代中期中葉以降のもので、古墳時代前期の遺構は極端に減少する傾向

にある。検出された遺構は、調査 トレンチの幅が狭いこともあって、濤であるのか土墳であるのかも明確でない

ものが多いが21遺構、それと多数の柱穴がみられた。しかし、竪穴式住居と思われるような遺構は、特に検出さ

れなかった。

ハ。第19号小排水路

第19号小排水路は、小字西賀久堂 と小字東小田、小字宮ノ前を通る、延長約185mの小排水路である。よつてそ

の調査幅は、実質的に2m幅 となった。

調査地における地形は、暗渠俳水路で述べたように、小字下入堂側に低 く、小字西賀久堂 。宮ノ前地域が最も

高い小微高地となっているもので、東の小川集落 との間にも僅かに旧河道状の下がりが小字地蔵付近から八宮赤

山神社北側に向かってのびているのがみられる。ただし、これについては、大河道とはならないようである。

検出された遺構は、遺構面である第 6層が見えないほどにあって、特に小字西賀久堂周辺部では著しく、南側

の小字宮ノ前周辺では遺構の数が減少し、濤が主な遺構に変化するようである。このことは先の地形状況からも

首肯される。濤 。土墳等の遺構は、84遺構で、これに多数の柱穴がある。これらについても竪穴式住居と思われ

る遺構は検出できなかった。遺構の時期幅は、最も古いもので縄文時代中期の土器片を除 くと、弥生時代中期前

葉 (第 H様式)の ものでこれ以降間断なく続き古墳時代前期前葉のもの以降急激に減少していく。これ以降の遺

物では、古墳時代中期末の遺物が、小字宮ノ前周辺で弥生時代の濤の最終の埋土中に僅かに出土するのみである。

その次に量的に増えるのが、 7世紀中葉以降で、これは、南側の小川廃寺 (性格不明)と の関係で考えねばなら
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89.70m

1 仄茶褐色砂質土層
2 灰茶褐色粘質土層
3 茶褐色砂質土層
4 暗茶褐色砂質土層 (10層 の大きなブロック合む)

5 茶褐色砂質土層
6 5層 中に10層 のブロック粒を含む層)

7 仄茶褐色砂質土層
8 仄黄黒色粘質土 (10層 微粒ブロック念む)

9灰黒色粘質土層
10 黄掘色砂質土層
※ わたしとも2回の切 り込み有り

L

S X 242

第22図  S X242,245平面図及び断面図

89.70m

1 暗仄茶褐色粘質土層
2 暗灰茶褐色砂質土層
3 黄茶掘色砂質土層
4 暗灰黒色粘質土層 (炭化物多く含む)

5 暗仄色粘質土層
6 灰色粘質土層 (ス クモの薄層が数層みられる)

7 茶褐色有機物層 (ス クモ層)

8 灰青灰色粘質土層
9 黄茶掘色砂質土層 (3層 より明るく墳は明瞭)

10 淡灰黄色粘質土層
11 淡黄褐色砂質土層 (大部グライ化)

※ 少くとも3回以上の切 りこみ有り
※ S X244と 似た土層であり、同時併存の

可能性が高い
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第23図 出土遺物実浪1図

(1～6 S X200,7 S X213,3.9 242上層,10 S X242下 層, 1l s x245上 層,12 S X245下層)

一-76-一



ないが、この調査区ではこれについても量は少い。その次に量的に増えるのは、小学西賀久堂周辺の12世紀～13

世紀にかけての遺物であろうと考えられる。これについては、南北方向の幅 lm余 りの水路が発見されており、

これに伴うこの時期の柱穴もあることから、その性格は不明であるが建物の存在したことが明らかである。なお、

この濤より出上した黒色土器坑の底部外面に「大吉」の文字を入れたものがみられた。以下には、この内の一遺

構であるS X242と した濤についてのみ概要を説明してお くこととする。

S X 242(第 22図 )

S X242は、小学宮ノ前地区の多数の溝 (5条)の一つで、微高地を廻るような濤の一つと考えられる。遺構検

出面は、85.80mで、大略 6層の埋上によって埋まっていた。濤の規模は、幅約 2m、 深さ0.8mでぁる。第23図

の 1～ 9は、上層として取 り上げた第 1層から第 4層 までの遺物で、10は下層とした第 5層 。第 6層 より取 り上

げたものである。この内、上層より出土した鉢タイプの浅甕 9は、この中より小型の壷 8を入れた状況で出土し

た。また下層より出土した長頸重10は、肩部に粘土紐の貼 りつけになる文様をもつものであった。これらの遺物

は同じ後期の上器であるが、上 。下層にて時間幅をもつものである。

以上他にも詳述したい遺構や遺物があるが、整理作業が進んでいない現状では問題があり今後に期したい。

9)小   結

本調査は、ほ場整備事業 という工事 との競合による調査であって、十分な調査が成し果たとは言えない。また、

調査区内の限られた知見であって、遺跡の全体像を知 りえたと言えるものでもない。さらに、調査後の整理作業

が進んでいないこともあって、遺物について十分語ることができなかったが、調査中に感じた本遺跡のことに添

えてまとめとしたい。

まず本遺跡の範囲と立地であるが、これは先にも述べたように、小字でいうところの東小田 。西賀久堂 。宮ノ

前を中心とした、南北約200m、 東西約130m余 りの卵形の微高地上にのる集落で、宮ノ前地区の濤のどれかが、

この周辺部を廻るような環濠となる可能性が高いと思われる。この微高地周辺には、旧河道の埋まりかかった所

を利用した、水田が広がっていたものと予想されるのである。また同じ対岸の微高地である第 2号支線排水路周

辺においてこの時期の遺構がみられないのはく この周辺が住居域 としてではなく、生産域 として利用されていた

ことを示すものと考えられるのである。また、このすぐ北側には、この当時内湖の汀線が入 りこんでいた所 と考

えられ、この集落が農耕ばかりでなく、内湖の漁業をも生業の一つとしていた可能性が高い。

次に本遺跡の画期についてであるが、第 I期は、弥生時代中期前葉～古墳時代前期で、住居域、生産域 として

の利用のあった時期であるが、古墳時代前期を境に集落は崩壊したものと考えられる。第H期 は、 7世紀～ 8世

紀で、小川廃寺を中心 とした建物群の一部が建てられたようである。第Ⅲ期は、12世紀～13世紀で、この遺構の

性格については明らかでないが、新たな湖岸部の開発との関係で考えるべき遺構であろうと思われる。以上の 3

期が主たる本遺構の時期 といえる。

今後、本報告が当地域の本格的な古代史の解明が進むための、端初 とならんことを願うものである。

(辻 広志)
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5.庄 地 遺 跡

は)検出遺構と遺物

県道以北の調査地 とした庄地では、水路予定地を対象に東西方向と南北方向に大略T字型のトレンチを設定し

た。全体 としては南の河WII、 宮ノ前地区と対比すると遺構の量は極めて少なく、溝状遺構と若千の建物群に伴う

と思われる柱穴、および土壊群から形成されていた。また土墳群の一部には火を受けて焼けた、いわゆる焼土墳

や、埋上に炭化物、焼上の混入したものが見られ、遺物の中にも板塔姿の出土や、黒色土器の出土があった。

50m
i    :    1

レンチ配置図 (庄地 )

9)小   結

全体 としては検出遺構の分布状況から小川集落から離れるにつれ遺構量が少なくなる傾向にあり、このことは

小川 。宮ノ前の調査例 と合せて考えると舌状微高地の端部に位置していることが明らかである。また濤遺構の多

くは条里区画に伴うものが多いようであるが、自然流路状のものも多 く、小川集落の北側は、しばしば大同川の

氾濫等の影響下にあったと考えられる。なお検出された焼土墳等不整形土墳は、遺物のないものが大半であるた

め断定はし得ないが、蔵骨器を伴わない火葬に伴なう墓壊の可能性が高い。この場合、火葬場そのものは別途周

辺部にあって、埋納用の土墳として掘られたものであるため、無遺のもの、小量の炭化物、焼土を含むもの、不

整形であること等、バラエティーに富んだ土墳群 となったと思われる。

(近藤 滋)

第24図
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S K2

① 黒褐色粘土 (土師粉混)

第26図  T'2遺 構平面・断面図



6. ま

各調査区ごとには簡単に小結でまとめたがここでは全体 として改めて整理すると、

各々の調査区での トレンテが極めて狭長であつたことから、多数の遺構を検出した,

にもかかわらず、全体の一部であつたため、それが具体 的遺構 として判じ得なかっ

たものが多い。その中で少しでも理解出来たものを若干触れることでまとめとした

今調査での第 1義的なものとしては宮ノ前遺跡の集落 としての実態把握であり、前

者については弥生時代中期からの集落であることは改めて言うまでもないが、住居

跡としての明確な遺構は確認できず、明確なものとしては木棺墓がある。つまり地

形的に判断して東から延伸してくる舌状微高地端部 と言うことで、現集落下に集落

の中心部が重複し、その西での墓域の一端が、今調査区であつたと考えられる。こ

のことは庄地の調査結果からも同様に判断できるし、弥生時代集落だけではなく、

古代末、中世においても同様の結果と云えよう。

後者については濤遺構の一部に寺跡 との関連を知 り得るものがあったが結果 として

は具体的範囲、位置等を明 らかにできなかったし、少量の瓦片の確認に終った。こ

れに関連して若干の私見を、ここで加えると古代近江国は12郡で形成されていたが、

平安時代以降24郡制、つまり1郡が東郡 。西郡、北郡・南郡等に分割されていた

ことは文献から判断できる。そして当神崎郡は東郡・西郡であり、当地は神崎西郡

となる。そこで現舛光寺集落端の西郡神社であるが、境内地に周辺では少ない平野

部での古墳を有すること、白鳳時代の寺跡が付近に想定されること、蛇足であろう

が、神社の東に「東殿衛」「西殿衛」の小字が見られること、そして社名が西部であ

り、弥生時代から中世にかけて連綿と続 く安定集落を持つことなどから、当地周辺

に神崎西郡の郡街が衛在したと想定 できる。この意見では今調査での遺構のうちで

の掘立柱建物中に大型の掘方を持つものがあることなどから、寺跡もさることなが

ら、官衡的遺構 も合せて考慮する必要があって良いのではと考えられるからである。

つまり、正南地方位を持つ大形建物、寺跡の実態が不明、隣接地での寺跡を持定し

た場合の瓦の出土量の少なさ、そして当時として瓦を使用する立場等が、その判断

材料である。今後の周辺部の調査に期すことでまとめに変えたい。

(近藤 滋 )
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